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漁
櫛

部

鰹
漁
業
調
査
試
験

 極
目
目
前
年
度
に
総
細
し
縣
丁
重
要
漁
業
の
大
宗
た
る
鰹
漁
業
春
漁
期
海
況
漁
況
の
調
査
新
漁
場
の
出
漁
試
験
を
な
し
是
が
状
況
を
縣
下
當
業
者
に
速
報
し
更
に
第

 四
回
水
産
連
絡
試
験
打
合
曾
に
於
て
決
議
せ
る
試
験
事
繋
の
連
絡
統
一
を
目
Φ
以
て
一
層
蛎
業
の
塵
展
助
長
に
賛
せ
ん
と
す
。

調
査
方
法

試
験
船

乗
盟
員

期
間

海
厘

経
過
概
要

照
洋
丸
五
十
五
噸
七
十
五
馬
力

圭
任
者
一
名
無
線
通
信
士
一
名
船
長
以
下
二
十
六
名

 昭
和
九
年
三
月
二
十
目
よ
o全
年
六
年
六
月
二
十
九
日

 七
島
近
海
よ
わ
八
重
山
群
島
繭
方
沖
合
に
至
る

 三
月
上
旬
出
漁
の
豫
定
な
り
し
も
當
時
餌
料
鯛
の
漁
獲
極
め
て
不
漁
に
て
漸
く
 三
月
二
十
日
牛
持
程
度
の
餌
料
を
得
て
初
出
漁
し
爾
後
六
航
海
迄
は

 七
島
逝
海
よ
り
構
當
島
西
方
の
支
那
束
縛
百
尋
線
附
近
に
礎
漁
し
八
次
航
海
は
八
重
山
南
漁
厘
の
漁
況
亭
調
査
し
九
我
航
海
は
支
那
東
混
百
尋
線
に
十
茨
航
海
は
沖
帽
南

 方
西
大
九
曾
槻
附
近
に
出
漁
し
鰹
及
鮪
仔
二
一
、
〇
一
一
尾
七
、
O八
二
圓
七
四
鰯
を
得
た
る
が
毎
航
海
の
状
況
は
左
記
航
海
概
要
及
別
紙
試
験
表
の
如
し

 箆
一
我
航
海
三
月
二
十
日
櫻
島
に
て
餌
鮨
活
餐
出
漁
し
た
る
に
夕
刻
に
至
向
南
方
彊
ま
り
十
二
時
頃
山
川
へ
同
け
傲
誌
に
て
引
返
し
二
十
一
日
前
六
時
山
川
港
外
仮
泊

 す
全
目
は
西
北
酉
の
烈
風
終
日
連
吹
せ
る
も
夜
に
入
り
凧
ぎ
た
る
を
以
τ
二
十
二
日
前
零
時
四
十
五
分
出
癒
横
断
観
測
を
駕
し
つ
・
繭
下
し
二
十
三
日
は
終
日
観
測
に

 費
し
后
十
一
時
五
十
五
分
横
當
鳥
西
七
十
浬
息
に
て
天
候
の
都
合
に
よ
り
中
止
し
賓
島
に
向
け
引
返
せ
り
海
況
は
観
測
の
繕
果
本
月
十
日
施
行
の
定
期
構
戯
観
測
に
比

 し
水
温
約
一
度
内
外
の
低
下
を
示
し
二
十
一
度
の
水
帯
は
籏
く
な
れ
り
、
構
管
島
西
に
於
τ
も
二
十
二
度
の
水
帯
は
西
沖
七
十
浬
恵
に
存
在
し
二
十
一
度
水
帯
は
西
五

 十
浬
点
以
西
に
有
り
、
他
は
全
部
二
十
度
内
外
に
て
底
層
に
は
二
十
腐
以
下
の
水
靱
存
在
せ
り
、
流
潮
大
島
に
至
る
隷
上
に
て
ほ
束
流
或
は
北
東
流
杉
.余
り
感
せ
ざ
る

屋
慮
業
式
瞼
'



二

 Φ
し
も
横
當
島
西
線
上
に
於
て
は
北
東
流
毎
時
約
一
理
牛
の
流
歴
を
感
ぜ
り
二
十
四
日
南
省
束
風
蝿
く
費
島
に
仮
泊
し
二
十
五
目
衙
低
気
歴
附
近
に
滞
溜
し
天
候
恢
復

 せ
ず
引
絞
い
て
仮
泊
=十
六
日
前
二
時
舟
分
費
島
を
度
し
針
路
西
南
西
に
索
漁
し
前
七
時
よ
り
八
時
間
大
鰹
群
及
鮪
交
り
鰹
群
に
曾
し
た
る
も
餌
付
悪
く
後
零
時
十
分

 針
路
を
南
東
に
鱒
し
后
二
時
中
鰹
群
に
含
し
三
十
九
尾
釣
り
后
四
時
小
鰹
百
尾
を
漁
獲
し
全
六
時
二
十
分
漂
泊
セ
佑
二
十
七
日
前
六
時
二
十
分
機
關
始
動
鉦
断
束
に
累

 漁
し
前
八
時
牛
大
鰹
群
に
曾
し
た
る
に
細
鋼
持
に
て
餌
に
付
か
ず
十
一
時
五
十
分
小
鰹
小
漁
し
餌
料
轟
さ
て
蹄
途
に
就
く
二
十
八
日
前
七
時
四
十
分
枕
崎
入
港
債
額
百

 参
拾
圓
八
十
八
傍
を
傳
た
り
二
十
六
目
及
二
十
七
日
に
至
り
て
漁
窮
表
面
水
温
上
昇
し
二
十
二
慶
を
示
し
流
速
叉
彊
ま
怖
居
る
を
以
て
海
況
之
よ
り
同
復
に
向
ム
も
の

 と
察
す
魚
群
も
相
當
荷
る
を
以
て
之
よ
句
漁
期
に
入
る
も
の
さ
思
惟
さ
る
。

 民
間
船
の
漁
況
全
般
的
に
不
漁
み
極
め
航
海
n敷
十
五
日
乃
至
こ
十
目
間
を
要
し
最
多
三
千
三
百
圓
を
暴
げ
た
る
も
の
あ
ろ
も
他
ほ
殆
ん
ど
五
六
百
圓
稗
度
に
過
き

 干
百
圓
に
充
た
、
さ
る
も
の
有
り
多
く
は
綴
費
を
償
ふ
に
足
ら
ず
。

 第
二
弐
航
海
四
月
二
目
櫻
島
白
濫
に
於
て
餌
料
帽
活
養
出
帆
し
三
日
櫻
曾
梗
西
に
て
投
餌
す
る
も
餌
付
か
ず
時
化
模
僚
と
な
り
賓
島
に
同
ム
途
中
所
々
に
魚
群
有
る
も

 鉤
獲
に
至
ら
ず
后
六
時
十
分
實
島
仮
泊
四
日
前
三
時
十
五
分
全
所
駿
前
六
時
牛
責
島
西
微
南
二
十
〇
に
於
て
犬
中
版
七
十
七
尾
鉤
獲
後
南
に
魚
群
を
追
ひ
た
る
に
足
早

 く
追
付
か
ず
他
魚
群
に
倉
し
投
餌
す
る
も
餌
に
付
か
ず
前
十
一
時
四
十
分
酉
に
針
路
を
鵯
し
后
一
時
横
當
島
西
微
南
二
十
浬
に
於
て
大
版
三
十
六
尾
全
一
時
四
十
分
大

 亘
二
十
五
尾
全
二
時
五
十
分
全
二
十
六
浬
地
点
に
於
τ
小
三
百
六
十
尾
全
島
西
二
十
九
浬
に
て
大
二
百
一
尾
全
冊
三
浬
に
て
大
七
十
五
尾
合
計
大
鰹
五
百
二
十
四
尾
小

 鰹
三
百
六
十
尾
を
得
餌
料
壼
き
蹄
途
に
就
く
五
日
后
七
時
二
十
五
分
山
川
入
港
六
日
漁
獲
物
貫
却
便
格
七
百
七
十
五
圓
二
十
一
麟
を
得
た
句
。

 海
況
及
漁
況
二
十
一
度
水
温
は
口
之
島
北
十
五
浬
附
逝
に
於
て
境
し
之
よ
り
以
南
は
高
く
以
北
は
低
し
七
島
漁
場
附
逝
及
横
當
島
西
の
水
溜
は
二
十
一
度
七
分
よ
り

 二
十
二
慶
に
し
τ
七
島
附
近
は
前
航
と
大
義
な
き
も
横
當
島
西
は
約
一
度
上
昇
せ
る
を
見
る
。

 流
潮
は
北
或
は
北
東
流
に
し
て
急
な
ら
ず
責
島
酉
よ
的
横
當
島
酉
に
於
τ
は
一
時
間
一
浬
よ
り
一
浬
牛
の
流
速
と
な
る
今
回
礎
業
セ
る
横
當
島
酉
は
大
版
魚
群
多
き
冶

 細
餌
持
の
も
の
多
く
餌
付
良
好
と
翻
さ
れ
ず
水
色
は
賓
島
迄
は
悪
天
候
な
⑦
し
爲
め
か
稿
濁
句
を
見
た
る
も
横
當
西
は
水
色
良
好
な
り
魚
群
多
き
爲
め
筒
好
漁
頼
く
も

 の
と
思
は
る
。

 民
間
船
の
漁
況
本
月
に
入
り
七
島
漁
場
好
漁
と
な
り
大
中
版
多
く
一
航
當
千
圓
乃
至
四
千
圓
の
水
揚
を
な
し
山
川
枕
崎
共
入
港
船
多
く
頗
る
括
況
を
呈
せ
り
航
海
日

 敷
は
一
週
聞
内
外
な
り
魚
便
は
急
落
し
大
中
版
一
斤
十
六
鰯
内
外
小
版
十
竃
内
外
な
り

 鏑
三
次
航
海
四
月
十
H樫
島
白
濱
に
て
餌
料
蜆
活
養
出
帆
し
十
一
日
臥
蛇
島
に
仮
泊
十
二
H全
鳥
襲
針
路
を
南
酉
微
南
に
さ
句
『
オ
ガ
ン
曾
梗
』
に
鳥
巻
き
を
見
る
も

 魚
浮
上
せ
ず
附
近
餌
付
な
く
十
三
日
荒
天
と
な
り
横
當
島
に
同
ひ
十
七
日
迄
全
島
及
責
島
に
避
泊
十
八
目
横
當
島
塁
針
路
西
微
南
に
と
り
七
十
浬
附
近
迄
累
漁
し
二
回

 焦
群
に
含
し
た
る
も
-餌
付
せ
ず
荒
天
と
な
り
賓
島
忙
向
ひ
十
九
目
看
二
十
日
迄
全
地
避
泊
二
十
一
日
濁
曾
梗
を
索
漁
fる
に
鳥
群
彩
し
か
oし
が
魚
浮
上
せ
ず
見
込
薄

 き
た
め
針
路
を
西
に
と
り
索
漁
し
た
り
横
當
島
西
微
北
四
十
浬
に
τ
四
魚
群
に
含
し
た
る
の
み
に
し
τ
餌
付
き
な
く
北
鳥
島
南
々
西
に
輔
針
し
牝
鳥
島
沖
合
に
同
ひ
て



 二
十
こ
目
全
島
西
牝
酉
よ
。
北
酉
三
十
五
浬
附
近
に
於
て
七
回
魚
群
を
見
た
る
内
三
回
餌
付
し
大
飯
鰹
二
百
二
十
四
尾
を
釣
り
終
漁
し
山
川
に
向
ふ
、
石
油
補
給
の
た

 め
口
永
良
部
島
に
寄
港
の
上
二
十
四
目
山
川
入
港
漁
獲
物
買
却
便
格
三
百
九
十
}圓
八
十
鰯
を
得
た
り
。

 海
況
及
漁
況
再
三
の
時
化
に
て
北
或
は
西
寄
り
の
風
多
か
り
し
さ
日
照
少
き
等
の
關
係
に
よ
り
七
島
漁
場
及
構
宮
島
西
沖
の
水
溜
は
依
然
低
く
二
十
一
度
台
の
慶
多

 く
二
十
二
度
水
温
は
慶
々
に
介
在
し
前
航
さ
大
差
な
く
二
十
三
日
蹄
航
の
際
漸
く
二
十
二
度
乃
至
二
十
三
度
さ
な
⑰
編
上
昇
し
來
り
た
る
も
前
年
の
漁
場
二
十
四
度
内

 外
構
當
島
西
の
二
十
五
度
に
比
し
て
は
二
度
よ
り
三
度
の
低
温
な
り
海
水
濁
り
潮
流
緩
な
り
、
魚
群
極
め
τ
少
く
鳥
巻
有
り
て
も
急
浮
上
せ
ず
或
は
餌
付
不
良
な
り
細

 餌
蒔
の
模
様
な
し
今
回
漁
獲
世
る
北
鳥
島
北
西
の
魚
群
は
何
れ
も
大
飯
鰹
に
し
て
二
、
三
寸
乃
至
五
寸
位
ω
飛
魚
交
り
七
回
の
中
三
回
餌
付
し
た
る
の
み
に
τ
不
良
な

 り
。

 民
間
蝸
漁
況
小
型
船
は
七
島
近
海
『
オ
ガ
ッ
曾
根
』
『
五
臓
曾
根
』
附
近
を
圭
さ
し
て
礎
漁
し
一
肌
千
園
内
外
の
漁
獲
に
し
τ
大
型
蝸
は
七
島
漁
場
よ
り
久
米
島
大

 九
曾
根
、
台
湾
東
沖
合
附
近
に
出
漁
し
之
等
の
沖
合
に
於
る
も
の
は
相
當
好
漁
し
一
千
圓
乃
至
四
千
圓
を
錫
ぐ
何
れ
も
航
海
旧
籔
長
く
十
日
月
孕
二
十
日
の
日
籔
を
要

 す
、
山
川
、
枕
崎
何
れ
も
入
港
焔
四
五
隻
を
最
多
と
し
時
々
皆
無
の
日
有
り
竿
均
二
三
隻
の
釣
込
船
な
り

 魚
侵
大
版
一
斤
二
十
四
蟻
中
版
全
僕
小
版
全
十
六
魔
に
て
高
便
な
り

 第
四
次
航
海
四
月
三
十
日
鯉
島
に
て
餌
料
鯛
七
十
桶
活
養
出
帆
五
月
一
口
u耀
曾
根
中
の
曾
根
附
近
を
経
て
北
鳥
島
附
近
迄
南
航
索
漁
す
る
も
魚
群
少
く
漁
獲
な
く
二
目

 牝
烏
島
西
四
分
一
北
五
十
五
浬
に
於
τ
二
回
流
し
に
て
大
版
鰹
四
百
十
七
尾
を
得
全
夜
漂
泊
三
日
北
鳥
島
西
微
四
分
一
北
六
十
二
浬
に
て
大
版
鰹
九
十
六
尾
を
得
全
夜

 漂
泊
四
圓
朝
横
當
島
西
微
北
三
十
浬
に
於
τ
二
回
流
し
に
τ
大
版
鰹
二
百
八
十
一
尾
を
釣
獲
餌
鯛
は
簡
十
桶
位
残
り
た
る
も
氷
峡
乏
の
爲
婦
途
に
就
き
五
目
夕
刻
山
川

 港
入
港
六
目
漁
獲
物
貢
却
す
飛
大
十
二
尾
大
版
六
四
〇
尾
中
版
九
十
二
尾
計
七
百
九
十
二
尾
、
値
格
千
百
六
十
七
圓
三
十
八
魔
を
得
た
・
η
。

海
況
及
漁
況

 七
島
漁
甥
水
溜
は
大
部
分
二
十
二
慶
余
に
し
て
筒
虜
々
に
二
十
一
度
水
混
有
⑰
横
當
島
西
三
十
浬
よ
り
北
鳥
島
附
近
海
は
二
十
一
度
五
分
内
外
に
し
て
前
航
と
大
差
な

 く
二
十
三
度
水
淵
は
北
鳥
島
西
五
十
五
浬
よ
り
以
北
横
富
島
西
六
十
浬
を
経
て
責
島
西
三
十
浬
附
近
迄
に
在
り
沖
合
は
上
昇
し
來
り
た
る
ム
前
年
全
期
に
比
し
て
約
二

 度
の
低
下
な
り
水
色
は
七
島
漁
甥
は
未
だ
少
し
濁
り
を
残
す
も
沖
合
は
清
澄
と
な
る
流
潮
は
北
或
は
北
束
に
二
浬
内
外
の
流
速
を
見
た
れ
ぱ
今
後
海
流
は
好
調
に
同
ム

 も
の
ミ
思
惟
せ
ら
る
魚
群
は
少
く
二
日
間
慢
業
せ
る
北
鳥
島
酉
五
十
五
浬
附
近
四
回
魚
群
に
會
し
内
二
同
餌
付
し
三
日
の
北
鳥
島
西
徴
北
六
十
浬
附
近
は
六
回
魚
群

 に
曾
し
内
一
回
餌
付
し
四
日
構
當
島
西
微
六
十
浬
附
近
よ
り
東
に
索
魚
し
賓
島
西
徴
並
三
十
浬
に
て
全
一
魚
群
に
て
二
回
餌
付
し
た
る
何
れ
も
細
餌
持
に
非
ざ
る
も
餌

 付
良
好
な
ら
ず
。

●

 民
間
船
漁
況
七
島
の
近
海
漁
壊
は
不
漁
、
横
當
島
よ
句
北
鳥
島
附
近
の
沖
合
は
相
當
漁
有
り
.久
米
島
よ
り
宮
古
島
附
近
ω
沖
縄
沖
合
漁
場
は
大
中
版
の
好
漁
に
し

 τ
大
型
畑
の
此
附
近
に
出
漁
す
る
も
の
ほ
一
航
海
十
圓
内
外
大
版
四
五
千
尾
に
て
五
六
千
圓
時
に
大
中
版
一
萬
尾
に
て
一
万
二
千
余
圓
の
水
拐
を
な
す
も
の
り
有
此
附

.
鰹
魚
業
試
験
三



回

 近
は
近
年
稀
な
る
好
漁
な
り
魚
便
は
大
中
版
一
斤
に
付
二
十
饅
内
外
な
り
小
板
十
蟻
内
外
な
り
。

 餌
料
帽
は
豊
漁
に
し
て
一
隻
持
百
圓
よ
り
三
石
圓
程
度
な
り
。

 第
五
攻
航
海
五
月
八
日
午
後
二
時
櫻
島
白
濱
に
τ
餌
料
活
込
み
出
漁
寸
九
日
午
前
十
時
南
西
風
蝦
く
臥
蛇
島
に
腰
泊
す
十
一
日
午
前
七
時
四
十
五
分
同
島
擬
針
路
南
西

 微
雨
全
十
一
時
稜
曾
硬
南
西
三
浬
に
τ
小
鰹
百
四
士
二
尾
を
漁
獲
し
其
の
中
十
九
尾
標
識
放
流
を
な
す
后
四
時
五
鋭
會
根
南
西
二
浬
に
τ
小
鮪
交
り
二
百
六
十
三
尾

 を
得
筒
后
五
時
『
オ
ガ
シ
曾
硬
』
で
索
漁
セ
る
に
魚
群
多
き
も
細
餌
持
に
τ
餌
付
ぜ
ず
全
針
路
に
て
繍
行
す
十
二
日
午
前
五
時
針
路
西
微
南
岳
零
時
四
十
分
横
當
島

 西
六
十
五
浬
附
近
.Lて
大
飯
鰹
百
尾
釣
句
全
一
時
三
十
分
針
路
を
南
東
微
南
に
と
伽
全
三
時
横
當
島
西
四
分
一
南
五
十
五
浬
附
逝
に
て
小
鯛
交
り
七
百
四
十
尾
全
五
時

 よ
⑦
六
時
迄
全
島
西
微
南
五
十
浬
に
て
二
回
流
し
小
版
三
百
尾
を
漁
獲
し
扁
七
時
漂
泊
す
十
三
日
前
-零
壁
二
十
分
始
動
針
路
南
西
日
時
北
鳥
島
を
東
十
浬
に
見
西
微

 北
に
聾
鉗
全
十
一
時
十
分
牝
束
に
后
二
時
十
分
東
北
東
に
全
四
時
東
微
繭
に
聾
針
せ
し
も
焦
群
に
曾
廿
一
ず
氷
峡
乏
の
爲
め
名
瀬
に
向
ぶ
十
四
日
前
五
時
五
十
分
名
瀬

 入
港
氷
二
噸
補
給
し
全
八
時
十
分
出
港
后
三
時
三
十
分
大
島
新
曾
根
に
τ
大
版
鰹
七
十
四
尾
全
五
時
十
分
全
所
北
方
に
て
小
版
鰹
四
百
六
十
尾
を
漁
獲
し
餌
料
竈
さ
蹄

 途
に
付
く
十
五
目
后
五
時
山
川
入
港
漁
獲
吻
貢
却
す
犬
版
百
四
十
七
尾
中
版
二
十
七
尾
小
版
千
六
百
五
十
二
尾
小
鮪
二
百
四
十
九
尾
計
二
千
七
十
五
尾

値
格
八
百
〇
九
圓
〇
三
践

 海
況
七
島
酉
方
漁
壌
水
温
は
二
十
二
度
よ
り
二
士
二
度
余
に
し
て
前
航
よ
り
幾
分
上
昇
し
横
當
島
酉
沖
合
よ
り
牝
鳥
島
酉
は
前
航
と
犬
差
な
く
二
十
二
魔
よ
り
二

 士
二
慶
五
分
内
外
七
島
束
側
も
二
十
二
慶
よ
り
=十
三
度
余
に
し
て
前
隼
全
期
に
於
て
は
二
十
五
度
水
帯
は
口
之
島
附
逝
蓬
北
上
し
居
た
る
を
以
て
本
年
は
二
庵
余
の

 低
下
な
り
潮
流
北
東
流
に
し
て
十
二
月
十
=日
は
約
三
浬
の
流
速
な
り

 民
間
搬
漁
況
七
島
曾
梗
附
近
は
小
版
群
に
て
小
型
蝸
は
此
附
近
に
山
…
漁
し
一
航
海
干
圓
内
外
の
水
拐
を
な
し
概
し
て
大
漁
な
く
紳
縄
沖
含
漁
場
は
幾
分
不
況
と
な
り

 一
航
海
五
六
千
圓
よ
り
一
萬
圓
の
漁
獲
を
な
せ
る
も
の
有
る
も
轡
覇
千
圓
よ
り
こ
千
圓
位
の
水
揚
に
て
枕
崎
入
港
船
少
き
も
荷
好
漁
な
り

 魚
債
は
大
中
版
一
貫
に
付
一
圓
十
饅
小
版
一
貫
に
付
九
十
鎖
ガ
ラ
及
ぴ
小
鮪
一
貫
牛
七
十
蟻
な
り

 餌
料
個
は
一
隻
持
百
圓
よ
り
三
百
圓
位
に
て
供
給
潤
溝
な
り

 第
六
教
航
海
五
月
十
七
日
前
六
時
十
分
鹿
見
島
港
藪
全
十
時
四
十
五
分
山
川
港
に
て
餌
料
鯉
活
蕎
出
帆
途
中
横
断
観
測
を
廠
行
す
ド
十
八
日
前
七
時
悪
石
島
東
微
北
二

 〇
浬
附
近
に
τ
小
版
魚
の
握
厚
群
に
含
し
餌
付
良
好
な
ら
ざ
る
も
五
〇
〇
匁
廻
こ
六
〇
尾
十
一
時
に
同
じ
く
エ
ハ
三
尾
釣
獲
す
水
淵
は
=三
匿
八
分
な
り
本
目
後
九
時

 十
分
構
断
観
測
終
丁
せ
り
十
九
日
前
五
時
室
島
南
微
西
十
浬
よ
り
針
路
を
東
南
束
に
ミ
り
八
時
北
々
東
に
鱒
し
後
一
時
牛
悪
石
島
に
て
魚
群
渥
厚
な
ら
ざ
る
も
餌
付

 良
好
に
て
小
版
八
OO尾
釣
れ
り
此
附
近
水
淵
は
二
四
度
流
速
南
東
に
急
な
り
後
四
時
悪
石
島
に
暇
泊
す
二
十
日
前
三
時
悪
石
島
襲
針
路
を
東
徴
南
に
と
句
途
中
大

 小
径
混
群
に
會
し
た
る
も
餌
付
不
良
に
て
同
島
二
〇
浬
附
逝
に
於
て
大
版
九
十
一
尾
を
釣
る
流
速
南
東
に
急
な
り
水
溜
二
三
度
一
分
午
前
十
時
西
繭
西
に
輔
針
後
七
時

 五
分
貿
島
若
暇
泊
す
こ
十
一
日
前
三
時
こ
十
分
費
島
褒
七
時
年
小
鯉
こ
十
六
尾
標
認
放
流
し
『
オ
ガ
ン
、
-ツ
曾
根
』
に
て
正
午
四
回
流
に
τ
四
六
八
尾
を
釣
る
水
溜



 二
三
慶
五
分
水
峡
乏
の
た
め
厳
塗
に
就
く
。
.

 海
況
本
航
海
施
行
五
月
分
定
期
横
断
観
測
の
結
果
を
見
る
に
何
年
よ
Φ
本
年
は
水
揚
低
く
大
島
方
面
は
僅
か
に
二
四
度
以
止
の
も
の
表
面
に
有
り
て
二
三
度
水
帯

 多
く
流
速
至
極
緩
慢
に
し
て
黒
潮
勢
力
例
年
に
比
し
弱
き
を
知
る
悪
石
島
小
賓
島
近
海
は
南
東
流
に
て
『
オ
ガ
ン
,、
ツ
曾
根
』
臥
蛇
島
方
面
に
於
て
北
東
流
を
示
し
層

 れ
り
魚
群
は
悪
循
島
東
沖
に
小
版
魚
の
濃
厚
な
る
も
の
及
大
鰹
,の
小
群
あ
る
も
何
れ
も
餌
付
良
好
な
ら
ず
.

 第
七
教
航
海
五
月
二
十
五
目
後
二
時
牛
圃
見
高
薩
六
時
牛
山
川
蕎
全
二
十
六
目
は
餌
馴
ら
し
の
矯
め
山
川
滑
油
二
十
七
日
前
七
時
牛
山
川
出
港
針
路
南
西
二
十
八
日
針

 路
南
西
前
十
一
時
大
鰹
群
に
曾
す
る
も
餌
付
不
良
に
て
九
十
一
尾
漁
獲
後
二
時
小
鰹
濃
群
餌
付
良
好
な
る
も
七
百
五
十
四
尾
釣
り
て
中
止
す
後
六
時
大
鰹
濃
群
な
る
も

 餌
付
不
良
に
て
一
五
〇
尾
漁
獲
後
七
時
年
漂
泊
す
漁
獲
附
近
水
淵
二
四
度
八
分
な
り
流
速
北
東
に
急
な
り
二
十
九
目
午
前
二
時
二
〇
分
針
路
南
西
に
索
魚
五
時
・
七
時
八

 時
牛
の
三
回
大
魚
群
に
會
し
た
る
も
大
鮪
群
に
し
て
八
時
牛
市
束
に
韓
針
前
十
時
犬
鰹
群
に
曾
す
る
も
餌
付
悪
く
一
七
七
尾
釣
獲
午
後
魚
群
に
會
す
る
こ
と
四
回
大
群

 泌
る
も
何
れ
も
魚
足
早
く
後
五
時
牛
針
路
西
南
西
蟻
針
後
六
時
よ
り
六
時
牛
迄
細
餌
持
大
鰹
群
に
含
し
物
あ
餌
付
不
良
な
く
し
も
後
良
好
旺
盛
と
な
り
五
〇
〇
尾
釣
獲

 餌
科
欠
乏
の
た
め
蹄
途
に
就
き
三
十
日
牛
後
十
時
五
分
山
川
入
港
三
十
一
日
漁
獲
物
買
却
一
千
二
百
八
拾
四
回
を
得

 鏑
八
茨
航
海
六
月
一
目
後
四
時
鹿
児
島
港
駿
全
八
時
山
川
入
港
前
六
時
四
十
五
分
餌
料
活
着
出
帆
宮
古
曾
根
附
近
の
漁
場
に
同
っ
た
途
中
漁
群
を
見
ず
五
目
後
一
時
三

 .十
分
宮
古
曾
硬
南
榊
に
τ
從
漁
水
溜
二
十
七
慶
小
型
魚
な
る
た
め
二
五
尾
鉤
獲
し
て
中
止
南
下
す
後
七
時
南
々
酉
に
鞠
針
十
六
日
宮
古
島
六
十
浬
附
近
に
礎
漁
前
七

 時
二
回
魚
群
に
會
し
七
士
二
尾
釣
獲
前
九
時
四
二
六
尾
後
三
時
三
十
分
北
東
微
牝
に
輔
針
後
四
時
一
九
一
尾
全
五
時
二
十
分
五
〇
尾
七
時
一
〇
九
尾
鈎
獲
大
群
來
り
し

 が
餌
料
壷
き
七
時
冊
分
騎
途
に
就
け
り
七
目
後
十
一
時
四
十
分
那
覇
入
港
九
日
氷
補
給
の
上
前
七
時
五
十
五
分
出
港
十
日
後
三
時
二
十
分
枕
崎
入
港
漁
獲
物
貢
却
七
百

 二
拾
四
圓
四
四
践
を
得
た
り
本
航
海
は
前
年
來
調
査
の
結
果
好
漁
を
版
め
た
る
八
重
山
沖
漁
堕
み
調
査
し
た
る
か
魚
群
多
く
相
當
の
漁
獲
を
見
盆
々
本
漁
場
の
有
望
な

 る
を
確
認
せ
り

 第
九
次
航
海
六
月
十
四
目
後
十
一
時
十
分
鹿
見
島
出
帆
十
五
日
牛
深
に
て
餌
料
購
入
の
上
後
五
時
二
十
五
分
出
漁
十
七
日
横
當
西
百
尋
線
に
て
前
十
一
時
よ
り
後
三
時

 三
十
分
迄
三
回
操
業
小
鰹
二
、
九
〇
〇
尾
釣
獲
蹄
途
に
就
く
十
五
日
前
七
時
四
十
五
分
枕
崎
入
港
漁
獲
吻
貢
却
七
百
八
十
三
圓
七
〇
蟻
を
得
た
⑰
二
十
日
前
十
一
時
四

十
五
分
鹿
見
島
麟
着

 第
十
弐
航
海
六
月
二
十
二
目
前
九
時
麗
見
島
港
露
十
時
四
十
分
櫻
島
に
τ
餌
活
養
出
漁
二
十
四
日
横
當
西
百
尋
附
遊
を
索
魚
す
る
も
魚
群
に
曾
世
ず
後
三
時
牛
針
路
南

 に
愛
巽
二
十
五
日
前
六
時
牛
よ
り
十
時
迄
伊
牢
屋
曾
根
西
沖
に
て
三
何
に
亘
り
大
版
魚
二
亘
二
尾
鈎
ろ
魚
群
濃
厚
な
ら
ず
更
に
南
下
し
後
七
時
牛
粟
國
島
附
逝
魚
群
有

 る
も
小
版
な
伶
十
時
五
十
分
渡
名
喜
島
通
過
針
路
南
微
南
二
分
一
南
二
十
六
日
前
九
時
牟
及
†
一
時
西
大
曾
根
東
六
浬
附
逝
に
τ
二
回
に
亘
り
飛
大
及
大
中
混
り
の
魚

 群
に
曾
し
計
三
百
六
十
尾
漁
獲
魚
群
有
る
も
濃
厚
な
る
も
の
珍
し
後
四
時
氷
欠
乏
し
沖
縄
に
同
ふ
二
十
七
u前
七
時
那
覇
入
港
氷
補
給
九
時
十
五
分
出
潜
後
六
時
牛
伊

 等
屋
島
北
々
酉
一
〇
浬
附
逝
小
版
魚
群
多
し
二
十
八
目
後
九
時
臥
蛇
水
道
通
過
北
上
二
十
九
日
前
十
一
時
十
五
分
山
川
入
港
漁
獲
吻
買
却
五
百
こ
十
圓
也

鰹
漁
業
試
験
`
.
五



六

 以
上
を
以
τ
本
年
度
試
験
を
終
了
せ
り
。

 。
本
年
春
鰹
漁
況
ご
水
温
ご
の
關
係

 木
年
二
月
よ
り
六
月
に
至
る
所
謂
春
鰹
漁
事
は
二
月
十
七
日
初
漁
以
來
近
年
稀
に
看
る
好
漁
を
持
編
し
英
漁
獲
高
二
百
八
万
三
千
圓
に
達
し
枕
崎
町
地
元
漁
船
に
付
昨
年

 と
比
較
す
る
に
数
量
に
於
て
二
割
八
分
彊
六
拾
二
萬
五
千
三
百
六
拾
二
貴
金
額
に
於
τ
四
割
六
分
弱
六
拾
一
萬
六
百
訊
拾
参
圓
の
宥
和
を
示
し
活
況
を
呈
し
た
る
が
好
漁

 持
緬
と
水
温
と
の
關
係
に
付
考
察
す
る
に
本
場
照
洋
丸
の
三
月
下
旬
よ
り
六
月
下
旬
に
至
る
藤
繭
漏
優
に
於
る
漁
場
調
査
及
欄
門
岬
よ
り
屋
久
島
永
田
岬
を
麗
で
大
島
笠

 利
岬
に
至
る
横
断
観
測
の
結
果
に
伐
れ
ば
概
略
下
記
の
如
し
。

 一
、
照
洋
丸
漁
場
調
査
に
依
る
概
況

 照
洋
丸
の
各
調
査
海
厘
に
付
昭
和
八
年
度
の
天
と
比
較
す
る
に
表
面
水
溜
は
三
月
下
旬
に
於
て
略
同
様
な
り
し
が
大
島
以
北
に
於
る
二
三
度
線
の
出
現
は
五
月
下
旬
に
し

 て
約
一
ク
月
遅
れ
二
十
五
度
繕
の
出
現
は
六
月
下
旬
に
し
て
約
一
ク
月
牛
遅
れ
二
十
七
度
線
は
六
月
下
旬
に
し
て
一
ク
月
遷
れ
春
漁
期
を
通
し
表
面
水
温
は
初
期
に
於
τ

 は
昭
和
八
年
度
と
略
全
様
の
状
態
を
示
し
た
る
も
其
後
氷
混
遅
々
と
し
て
上
昇
せ
ず
約
一
ク
月
乃
至
一
ケ
月
牛
遅
れ
六
月
上
旬
に
於
て
漸
く
前
年
と
全
儘
の
分
布
状
態
を

 現
出
し
た
り
燃
る
に
全
月
中
下
旬
に
於
て
叉
低
溜
を
示
し
た
り
衙
薩
南
北
部
海
厘
に
於
る
冷
水
裕
の
南
方
へ
の
厘
迫
相
富
彊
か
り
し
は
特
記
す
ぺ
き
現
象
と
す
。

 、
二
、
横
断
観
測
に
依
る
概
況
.
ふ

 二
目
開
門
岬
よ
り
屋
久
島
永
田
岬
に
至
る
間
の
冷
水
帯
特
に
十
六
度
乃
至
十
七
度
水
帯
の
彊
勢
な
り
し
は
昭
和
六
隼
度
以
來
勢
例
を
見
ざ
る
所
な
り
。

 五
月
に
入
る
も
黒
潮
勢
力
振
は
ず
表
面
水
溜
二
十
一
度
乃
至
二
十
三
度
の
水
帯
は
開
門
岬
距
岸
五
浬
の
点
よ
り
屋
久
島
永
田
岬
を
脛
て
南
微
西
四
十
五
浬
内
外
の
息
に
及

 ぴ
昭
和
六
年
度
以
降
の
二
四
度
乃
至
二
五
度
線
は
藩
に
出
現
せ
ず
下
層
水
温
亦
二
度
の
低
温
を
示
し
本
月
の
最
高
水
温
た
る
二
四
度
線
は
永
田
岬
よ
り
六
十
五
浬
乃
至
百

 五
浬
内
外
の
点
に
見
出
さ
れ
冷
水
帯
の
駆
追
依
然
と
し
て
蝿
く
黒
潮
勢
力
ほ
近
年
に
無
き
不
振
を
呈
せ
り
。

 之
は
要
す
る
に
昨
年
以
來
塞
冷
な
る
北
西
風
蓮
吹
せ
る
と
冷
水
裕
の
勢
力
特
に
彊
か
伶
し
爲
め
黒
潮
勢
力
振
は
ず
水
温
遅
々
と
し
て
ヒ
昇
せ
ず
六
月
末
迄
此
状
態
を
持
縁

 し
た
る
が
好
漁
持
須
'永
淵
と
の
關
係
に
就
τ
ほ
薩
南
海
厘
に
於
る
鰹
の
速
水
溜
と
認
め
ら
る
二
一
十
二
度
乃
至
二
十
五
度
水
淵
榑
が
滞
溜
の
形
を
示
し
た
る
た
め
春
鰹

 の
北
上
遅
れ
魚
群
の
溜
溜
せ
し
期
間
を
長
か
ら
し
め
た
る
爲
な
ら
ず
や
と
思
料
せ
ら
る
。

本
年
度
出
漁
船

地
名

枕
崎
町

隻
歓二
三
隻



西
南
方
村
久
志

全
坊

全
狛

犬
島
郡
東
方
村

全
西
方
村

字
倹
村

大
和
村

三
方
村

實
久
村

計

一
隻

 '
O
〃 六
〃

 一
〃

 三
〃

 三
〃

 五
〃

 二
〃

 六
〃
-

六
〇
隻

`

縣
内
漁
獲
高
調

枕

入
港
船

崎
町

一
水
揚
全
額

山
川

 -
詞
船
1
「
水

町全
額

 
    

  
 

■
r
己
、
云
屈

 
 

 
 
  

 
 

二
月
美
異
、
曽
毒
'
冒
八
、
三

 
 

 
 

 
 

 
 

三
月
詣
一
異
、
^
莞
雪
圭
、
…
言
裏
、
き
亮

 
 

 
 

 
 

 
 

四
月
;
天
。
、
四
克
巳
奈
…
^
、
允
=
妄
量
、
圭
副

 
 

 
 

 
 

 
 

五
月
一
茜
昌
実
、
…
茉
。
一
昌
麦
、
套
目
三
、
四
嘉

 
 

 
 

 
 

 
 

六
月
;
巳
葦
、
…
一
量
=
^
、
四
童
.
1

 
 

 
 

 
 

 
 

七
月
一
一
^
;
四
、
窒
允
菟
巳
^
、
婁
。
1
1

 
 

 
 

 
 

 
 

八
月
些
言
。
、
杢
目
。
=
、
空
。
1
1

 
 

 
 

 
 

 
 

九
月
苗
二
、
き
亜
園
一
『
宍
九
1
1

 
 

 
 

 
 

 
 

十
月
袋
斐
、
書
一
…
天
1
1

 
 

 
 
 
 
 
 

十
一
月
里
^
豊
、
一
喬
1
-
1
1

 
 

 
 

 
 

 
 

十
二
月
重
一
〇
、
8
^
1
'
1
■

 
 

 
 

 
 

 
 

合
計
諸
一
一
、
果
昌
、
O
O
突
宮
詣
昌
、
会
至
毫
、
一
語
一

三

二
6

里国
二

量
^

一
老

 …
呂

二
^ハ^茶ヨ

 一
、
^乗

○

 乗
、
^…

 一
毫
、
^轟

 葦
昌
、
晃
。

 圭
一
、
果
回

 目
金
、
床
畠

 曇
一
、
旦
言

 =二
、
亜
目
:

 鵠
、
書
証

 突
、
茜
北

 誓
、
=歯

 5,o目
ハ

 目,宍〇四、o融二

経
漁
業
試
臓

七



鰹
漁
業
連
絡
試
験
協
定
事
項

 鰹
漁
業
連
絡
試
験
第
二
厘
は
本
場
に
て
主
査
す
る
こ
と
に
協
定
し
た
る
も
本
場
試
験
船
照
祥
丸
の
無
電
は
火
花
式
に
し
て
電
話
放
還
不
可
能
な
る
を
以
て
本
望
は
宮
崎
沖

 縄
の
漁
硯
及
海
況
を
取
鍾
め
英
結
果
を
枕
崎
漁
業
組
合
の
無
電
を
通
し
放
送
す
る
こ
と
・
廿
.り
各
分
携
府
瞬
の
放
送
時
動
に
付
τ
は
二
月
二
十
二
日
間
係
縣
と
照
合
し
別

 表
の
如
く
協
定
せ
り
貝
熊
本
縣
の
み
ほ
無
電
設
備
な
き
を
以
て
入
港
の
際
暗
號
電
報
を
以
て
通
報
す
る
こ
と
に
協
定
せ
り

 一
、
鋳
二
厘
受
。
持
分
携
陸
域

麗
見
島
願
七
島
近
海

 宮
崎
縣
四
五
月
共
に
七
島
方
面
以
東
宮
崎
縣
沖
合
に
至
る
海
厘

沖
縄
縣
沖
縄
近
海

 熊
本
縣
奄
美
犬
島
北
端
よ
り
沖
縄
群
島
を
糧
て
八
重
山
列
島
南
端
を
緒
ぷ
線
以
西
百
五
十
浬
以
内
の
第
二
厘
海
厘

 二
、
連
絡
放
還
時
間
の
協
定

  
 

  
縣
名
丁
簑
名
放
逐
時
間
備
考

     -

 
 

 
 

 
宮崎日向丸午前七時…O分-七時五十分議三室-全季分五月末より午前九時五十分牛後七時二十分に改正す
 

 
 

 
 

沖
縄
圏
市
丸
八
時
-
八
時
二
十
分
二
時
⊥
房
こ
十
分

 
 

 
 

 
魔
見
島
照
洋
丸
八
時
四
十
分
-
九
時
二
時
四
十
分
-
三
時

 
 

 
 

 
枕
崎
局
漁
業
組
合
電
信
所
九
時
-
九
時
三
十
分
三
時
-
三
時
三
十
分

 
 

   
熊
本
肥
後
丸

放
送
経
過

 枕
崎
漁
業
組
合
の
無
電
を
通
し
漁
況
海
況
を
放
送
せ
る
回
数
は
三
月
十
回
四
月
十
八
回
五
月
二
十
四
回
計
五
十
二
回
と
す
。
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に
て
餌
料
を
積
載
せ
し
が
不
足
な
り
し
を
以
て
更
に
腰
高
白
濱
に
到
り
補
載
二
十
七
目
山
…
帆
二
月
四
日
『
ス
ル
』
海
に
入
り

 鮪
混
り
中
小
鰹
一
四
.八
OO尾
を
漁
獲
十
六
日
静
岡
縣
焼
津
に
↑
藪
資
し
金
八
千
六
百
〇
七
回
を
。
得
た
り
。

南
洋
通
漁
成
績
表



二
五

三
〇

 一
〇
、
一

=…
 .一
〇
・
二
三

一
〇
,二
四

二
丘

二
六

二
七

二
八

三
〇

 二
、
一
七一
八

一
九

二
〇

 昭
和
一
〇
、
二
,二

四五六

鰹
漁
業
試
験

八一一ホヘ

トチリ

ヌル

ヲワカヨタ

レ

ソ

ツ

ネナラ

 カ
ビ
リ
島
南
東
一
〇
浬

 =ニ
ニ
、
三
四
(東
)

 四
、
五
七
(北
)

 ペ
リ
レ
ス
ル
岬
西
一
〇
浬

〃 カ
ビ
リ
島

 一
一
九
、
五
〇
(束
)

 一
四
、
〇
五
(北
)

 =二
、
…
二
(東
)

 一
〇
、
OO(北

)

 二
二
、
一
〇
へ
束
)

九
.二
〇
(北
)

 二
二
、 九
、
五
五
(北
)

 二
二
、 九、

ゼ
ツ
シ
ー

ビ
ー
ズ
リ
ー
リ
7

 カ
ビ
リ
島
繭
一
五
浬

 カ
ガ
ヤ
ン
北
二
〇
浬

 ア
レ
ナ
島

 カ
ビ
リ
島

 カ
ガ
ヤ
ン
化
=
O
浬

 一
一
九
、
五
一
(東
)

 一
四
、
三
六
(北
)

 カ
ビ
リ
島
西
二
〇
浬

 二
一
〇
、
九
.

 一
二
〇
、
OO(東

)
 九
、

大
鰹

中中中中

犬

小
'犬

小
'

"
}

〃

鮪鰹〃〃〃〃

三
〇
〇

.四
〇
〇

七
五
〇

五
〇
〇

二
九
〇

 一
五
グ
」

二
二
〇

九
四
〇

 一
、
O
O
O

 二
八
、
〇

 三
〇
、
〇

 二
七
,
O

 二
八
、
〇

二
八
,五

 二
八
、
O

二
九
.〇

 二
八
、
八

第
一
航
海
漁
獲
高

 三
、
八
六
〇
尾

二
,七
五
二
国

 
   

.三
〇
(東
)

 
 

 
 

.五
五
(北
)中
〃
二
、
二
〇
〇
二
八
、
九
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五
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)

 
 

 
 

、
五
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)中
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二
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、
七

 
 

 
 

ー
リ
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三
、
二
〇
〇
二
へ
八

 
 

 
 

竺
五
浬
中
〃
六
.四
〇
〇
二
八
、
六
第
二
航
海
一
五
、
八
七
〇
尾

    漁
獲
高
九
、
七
三
六
国

 
 

 
 

仙
二
〇
浬
中
小
〃
二
、
O
0
0
二
八
、
五

  
  

大
〃
一
、
五
〇
〇

  
 

 
中
〃
三
、
一
〇
〇
二
八
、
五

  
 

 
中
小
〃
一
、
O
O
O
二
八
、
O

 
 

 
 

仙
=O浬
中
小
〃
一
、
OOO二

八
、
O第
.一
航
海
漁
警
耶
矩
認

 
   

、
五
一
(東
)

 
 

 
 

三
六
(北
)中
〃
一
、
OOO二

七
、
五

 
 

  
四
二
〇
浬
中
小
鰹
六
、
OOO

  
 

 
鮪
六
、
O
O
O
二
七
、
O

 
   

、
一
〇
(東
)

 
 

 
 

=二
(北
一
中
小
鯛
五
、
八
○
O二
六
、
O

  
  

鮪
一
、
O
O
O

 
   

OO(東
)

 
 

 
 

三
四
(北
)中
鰹
一
、
OOO二

七
、
O第
四
航
海
一
四
、
八
OO尾

    漁
獲
高
八
、
六
〇
七
回

一
毛



二
〇

縄
漁
獲
高

 四
三
、

 二
七
、
三
四
〇
尾

〇
七
八
圓

一
航
平
均
漁
獲
高

 一
〇
、

 六
、
八
三
五
尾

七
六
九
回

 航
海
中
に
於
け
る
餌
料
の
投
餌
に
就
て

 ス
ル
海
セ
レ
ベ
ス
海
の
如
き
遠
漁
場
へ
出
漁
す
る
婁
合
け
航
海
目
鞍
帽
當
長
き
た
め
餌
料
鯛
溶
痩
衰
弱
し
て
活
動
力
鈍
り
た
め
に
餌
付
不
良
と
な
る
恐
れ
あ
る
を
以
て
第

 二
航
海
に
於
て
試
み
に
濡
漁
脂
中
の
活
蜆
に
投
餌
せ
し
に
英
結
果
頗
る
良
好
な
り
し
を
以
て
本
航
海
以
後
は
毎
航
海
必
ず
投
餌
す
る
こ
と
・
し
何
れ
も
好
成
糧
を
収
め
た

 り
今
第
二
航
海
に
於
τ
實
施
せ
る
状
況
を
記
せ
ば
次
の
如
し
。

 十
月
十
七
日
中
墾
口
鯛
^活
付
後
四
日
の
も
の
)二
九
〇
桶
(十
六
寵
)を
積
込
万
鰭
と
な
し
出
漁
す
鯛
卒
均
体
重
二
匁
六
分
(九
.七
瓦
)積
込
當
時
の
水
温
二
士
二

 度
な
り
。

 出
帆
後
五
目
目
に
し
て
各
活
間
共
馴
れ
た
る
(游
泳
緩
慢
)を
以
て
二
十
一
日
乾
燥
蠕
を
粉
末
と
な
し
給
し
た
る
に
極
め
て
旺
盛
に
掃
餌
せ
る
を
以
て
二
十
二
目
よ
り
朝

 夕
二
回
宛
一
回
に
付
約
五
百
匁
(小
餌
桶
一
杯
印
鯛
全
体
重
の
略
千
分
の
二
)を
摺
鉢
を
以
て
粉
末
と
な
し
、
之
を
布
に
て
包
め
各
活
間
中
心
部
に
τ
撮
す
る
様
給
餌
せ

 り
、
而
し
て
奥
の
効
果
は
外
観
的
に
も
感
知
し
得
る
程
度
に
て
英
の
運
動
力
毫
も
衰
べ
ず
瘡
痩
挟
態
反
歩
滅
甚
だ
少
し
即
ち
前
航
(無
給
餌
)と
比
較
す
る
に
最
終
目
迄

 (積
込
後
二
週
間
目
)運
動
力
毫
も
衰
べ
ず
、
爲
め
に
餌
付
良
好
に
し
τ
今
回
の
大
漁
の
一
因
を
乃
せ
り
。

 最
終
日
覆
餌
の
体
重
を
粋
量
し
た
る
に
平
均
二
匁
一
分
(八
瓦
)有
り
て
積
込
當
初
よ
り
約
二
…
剤
を
減
じ
た
り
(平
均
体
重
は
二
〇
尾
宛
を
敦
個
秤
量
し
更
に
平
均
し
た

 る
も
の
な
り
。
)

 活
魚
脂
の
換
水
装
置
に
就
面

 一
、
各
指
容
積
及
餌
料
肢
容
量

戯
蟻

囮
勢
蟻
笑
鐵

 ゆ
←

蟻
薄
魅
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ゆ
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撃

 呂
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 冒
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周
涛
載
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寺
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目
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)
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笑
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 (笑
軸
心
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笑
帥
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、
)
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二
,
換
水
量

給
水
量

 給
水
卿
筒
口
径
七
吋
ヘ
ッ
ド
ニ
O吠

給
水
能
力
毎
時
一
五
〇
噸

 三
番
繍
(卿
筒
二
還
キ
方
)は
浦
水
に
二
〇
分
を
要
を
要
し
四
巻
膿
十
八
分
を
要
す
即
ち
前
者
は
毎
期
六
十
九
噸
後
書
は
八
O噸
合
計
一
四
九
噸
を
換
水
し
海
水
は

 立
旋
す
る
儀
放
出
す
水
中
燈
は
換
水
式
に
あ
Φ
て
は
水
深
さ
と
脂
口
狭
き
た
め
表
面
よ
り
三
分
の
二
深
さ
に
移
動
燈
を
一
個
乃
至
二
個
点
し
始
め
は
奮
夜
点
じ
敷
日

 活
馴
れ
た
る
甥
合
は
夜
間
の
み
点
ず
換
水
孔
は
自
然
換
水
式
に
あ
ω
て
は
船
底
に
直
立
札
維
ハ
吋
横
五
吋
の
方
型
直
立
孔
一
榴
に
付
十
二
個
を
有
し
換
水
孔
外
部
に

 は
38吋
の
勾
配
を
有
す
る
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
を
附
す
。

 三
、
浄
水
式
の
長
短

 イ
、
換
水
式
の
長
所

 一
、
器
位
容
積
の
牧
容
量
は
同
量
な
る
も
水
量
盾
加
す
る
た
め
牧
容
量
稔
加
す
〇

 二
、
馴
れ
万
事
し
新
館
及
娠
に
τ
も
弊
死
の
恐
少
し
.

 三
、
碇
泊
時
或
は
漂
泊
時
蜷
死
の
怖
少
し
。

 四
、
荒
天
時
醐
臨
に
依
る
被
害
少
し
。

 五
、
括
性
な
き
た
め
漁
盤
に
換
ゆ
る
に
便
な
り
。

 口
、
換
水
式
の
短
所

 一
、
機
械
の
連
鈍
運
蟻
一
を
要
す
〇

 二
、
膜
内
に
点
燈
の
喫
あ
り
〇

 三
、
死
餌
ω
魔
除
に
手
藪
を
要
す
〇

 四
、
餌
の
馴
れ
方
早
き
も
痩
せ
方
早
し
o
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ニ
ニ

旗
魚
延
縄
漁
業
試
験

 趣
旨
本
縣
旗
焦
延
網
漁
券
現
状
は
例
年
五
月
頃
撃
島
沖
合
の
鮪
延
縄
漁
業
終
了
後
七
月
頃
麺
げ
ん
ば
一
番
旗
魚
姜
網
漁
業
に
輪
じ
久
米
雫
沖
縄
・
大

 東
島
、
大
島
、
屋
久
島
附
近
を
操
業
す
る
も
此
間
余
り
振
ば
ず
八
月
よ
り
芭
蕉
旗
魚
延
網
漁
業
に
杉
わ
長
崎
縣
五
島
形
梗
擦
と
し
九
月
頃
五
島
近
海
並
潤
州
島
距
岸
冥

 ○
浬
乃
至
大
〇
浬
附
逝
及
ぴ
巨
文
島
近
海
を
操
業
し
十
月
以
降
よ
り
は
女
鳥
島
近
海
並
び
に
支
那
東
海
百
易
線
内
に
人
向
操
業
す
る
も
主
と
し
τ
女
島
南
々
西
に
書
花
走

 向
海
深
八
O尋
附
近
序
漁
場
と
す
、
而
し
て
本
場
は
げ
ん
ぱ
漁
期
の
閉
漁
期
に
於
る
新
漁
場
の
開
拓
と
旗
魚
洞
游
状
況
ω
調
査
並
漁
況
の
麹
化
に
件
ふ
生
物
早
的
圏
憧
を

 究
む
る
目
的
を
以
て
本
試
験
杉
施
行
せ
わ
。

 調
査
方
法
・

照
洋
丸
五
十
五
屯
七
十
五
馬
力

光
洋
九
二
〇
屯
四
十
馬
力

乗
組
員
主
任
者
一
名
船
員
十
名

 柳
榊
過
概
一
要
前
項
の
目
的
を
以
て
施
行
の
豫
定
な
り
し
も
試
験
船
修
理
等
の
爲
漸
く
七
月
中
何
開
始
し
八
月
定
期
横
断
観
測
施
行
中
東
支
那
溝
に
於
て
大
暴
風
雨
に

 通
趨
し
舳
体
機
閥
を
損
傷
せ
ろ
爲
め
之
が
修
理
に
長
時
目
を
要
し
十
月
末
迄
に
僅
か
に
回
航
海
彩
爲
せ
る
に
扮
さ
十
指
憾
な
が
ら
所
期
の
日
的
を
達
し
得
ざ
hき
。

 第
一
次
航
海
七
月
寸
一
日
牛
前
十
時
鹿
児
島
擾
午
後
八
時
屋
久
島
一
湊
入
港
十
三
日
早
朝
蹄
港
の
鯖
釣
漁
船
よ
り
氷
漬
鯖
百
蓼
捨
五
尾
積
込
午
前
八
時
五
十
五
分
一
湊

 薩
漁
場
に
岡
ふ
十
四
日
午
前
四
時
杯
分
漁
場
着
全
皿
川
五
分
段
綱
冊
五
鉢
五
時
冊
分
終
了
午
後
一
時
四
十
分
段
納
開
始
全
五
時
四
十
分
終
了
投
禰
中
漁
獲
、
芭
蕉
旗
魚
、

 奥
旗
焦
積
肌
各
一
尾
直
ち
に
南
々
西
の
針
路
を
以
て
百
尋
線
に
向
ふ
十
五
日
午
前
こ
時
四
十
五
分
漁
壌
音
測
深
せ
る
に
六
九
尋
な
oし
を
以
て
直
ち
に
機
腕
停
止
漂
流

 す
五
時
四
十
分
投
糊
開
始
六
時
柵
分
終
了
縄
廻
り
中
天
候
瞼
悪
と
な
わ
九
時
冊
五
分
投
縄
開
始
一
時
甘
茄
分
終
了
針
路
束
繭
束
に
て
避
航
の
途
に
就
く
十
六
日
午
前
四

 時
五
十
分
臥
蛇
島
東
南
束
十
二
浬
地
恵
に
達
し
て
北
二
分
一
束
に
襲
針
七
時
五
十
五
分
投
綱
開
始
八
時
四
十
五
分
終
了
投
縄
万
向
北
々
西
牛
頭
及
鐘
木
四
尾
を
漁
獲
し

 二
時
拐
縄
開
始
六
時
冊
分
終
了
針
路
北
酉
微
北
に
同
け
漁
襲
移
動
を
な
す
十
七
日
午
前
四
時
四
十
分
投
縄
開
始
五
時
皿
川
五
分
終
了
万
同
北
々
西
平
頭
鐘
木
=尾
漁
獲
午

 後
二
時
五
分
搦
縄
開
始
六
時
終
了
機
關
故
障
に
て
漂
流
す
十
八
目
零
時
冊
五
分
機
腕
始
動
北
西
に
航
す
午
前
六
時
持
縄
開
始
七
時
十
分
終
了
換
薬
付
置
攻
島
北
西
一
〇

 浬
青
鮫
二
尾
旗
魚
一
尾
釣
獲
午
後
十
二
時
二
十
分
拐
縄
開
始
四
時
廿
分
終
丁
直
ち
に
蹄
途
に
就
き
十
九
日
午
後
五
時
冊
五
分
鹿
見
島
溝
着
漁
獲
物
質
却
一
〇
七
圓
四
十

 七
鰯
を
得
た
り
。

 第
二
次
航
海
七
ハ
ニ
十
二
目
午
後
五
時
麗
見
島
港
駿
二
十
三
日
午
前
五
時
十
分
屋
久
島
一
湊
着
璽
一
…
六
斤
蹄
入
一
斤
三
廃
五
厘
餌
不
足
の
駕
英
儘
淀
泊
二
十
四
日
二



 十
五
u鮎
魚
群
…
…
漁
せ
ざ
り
し
爲
め
淀
泊
二
十
六
日
鮎
四
六
一
斤
購
入
一
斤
四
蟻
薔
午
前
七
時
四
十
分
一
湊
襲
零
時
三
十
分
熊
野
秤
暇
泊
二
十
七
日
午
前
二
時
四
十
五

分
熊
野
襲
針
路
南
微
束
四
時
四
十
分
投
糊
開
始
五
時
五
分
終
了
午
后
二
時
錫
縦
開
始
五
時
亙
十
分
終
了
牛
后
十
時
十
分
竹
崎
着
腰
泊
二
十
八
日
午
前
四
時
十
分
竹
崎
援

 四
時
五
十
分
投
縄
開
始
五
時
四
十
五
分
終
了
こ
時
凧
分
投
縄
関
始
六
時
終
了
八
時
竹
崎
暇
泊
二
十
九
日
牛
前
三
時
四
五
分
竹
崎
盛
針
路
胸
徹
東
四
時
冊
命
投
縄
開
始
五

 時
川
分
終
丁
二
時
投
縄
開
始
六
時
廿
五
分
終
了
八
時
淀
泊
〃
日
午
前
三
時
三
十
分
針
路
北
々
東
五
時
五
十
分
田
之
脇
牝
微
西
四
分
三
西
八
浬
地
馳
に
て
投
縄
午
後
三
時

 掲
綱
開
始
六
時
甘
五
分
終
丁
直
ち
に
齢
航
州
一
日
午
前
八
時
五
分
鹿
見
島
入
港
漁
獲
物
貢
却
六
拾
二
圓
二
十
七
銭
を
碍
た
り
。

 第
三
玖
航
海
九
月
二
十
九
日
鹿
兇
島
鐙
内
の
湘
岸
良
前
よ
り
硫
黄
島
に
同
ふ
砕
氷
一
屯
鯛
釣
五
〇
〇
尾
午
後
三
時
十
五
分
一
湊
着
十
月
一
日
鯖
七
〇
〇
尾
鋭
入
一
擁
穣

 構
漸
織
測
施
-何
二
目
午
前
五
時
観
榔
終
丁
十
一
時
二
十
分
古
仁
屋
入
港
膵
氷
五
屯
積
込
午
後
十
一
時
淋
分
古
仁
屋
渡
三
日
午
前
五
時
徳
の
島
井
之
川
嶽
南
八
浬
附
近
海

 綱
北
幽
に
向
ひ
二
十
鉢
投
縦
潮
流
西
南
西
緩
漁
無
し
年
後
六
時
終
了
徳
の
島
仮
泊
四
日
腿
風
警
戒
の
爲
午
前
五
時
州
分
徳
の
島
駿
午
後
一
時
州
分
古
仁
尾
蒲
五
日
重
油

 マ
シ
ン
舳
補
給
七
時
冊
分
古
仁
屋
密
十
一
時
四
十
分
風
鋤
き
爲
引
返
し
九
時
三
十
分
古
仁
屋
蒲
荒
天
の
爲
六
月
七
日
肖
仁
屋
淀
泊
八
目
午
前
二
時
三
十
分
汽
仁
屋
一
桝
全

 六
時
-七
時
徳
島
引
之
川
嶽
東
一
五
測
に
於
て
二
十
六
鉢
投
縦
午
后
二
時
乃
至
五
時
三
十
五
分
搦
綱
青
鰭
二
尾
漁
獲
北
魚
島
に
向
ふ
九
日
乍
帥
六
時
乃
型
七
時
鳥
島
.化

 牝
西
一
八
浬
に
投
縄
刀
向
北
四
漁
獲
黒
股
二
も
ふ
か
四
'ん
か
つ
ふ
か
一
尾
午
微
二
時
乃
毛
六
時
概
縦
十
n仁
屋
に
避
航
十
日
午
後
四
時
古
仁
黒
蕃
十
一
日
十
二
日
荒
天

 の
爲
め
古
仁
屋
休
泊
士
二
日
午
前
七
時
三
十
分
古
仁
屋
…
…
維
十
二
時
奮
式
曾
触
北
四
に
=工
-六
鉢
投
糊
四
時
蝪
縄
七
時
三
十
分
終
了
ツ
マ
ジ
ロ
ニ
尾
十
四
日
九
時
三
ト

 分
穗
曾
根
北
に
三
十
四
鉢
投
縄
午
後
三
時
乃
至
六
時
三
十
分
揚
綱
屋
久
島
に
向
ふ
十
五
目
午
前
四
時
十
五
分
一
湊
着
鯖
漁
業
調
査
午
后
四
時
十
五
分
一
淡
襲
舳
航
の
途

 に
就
く
十
六
H午
前
四
時
五
分
鹿
兇
島
番
漁
獲
命
額
百
四
描
三
圓
四
十
一
鐵

 第
四
玖
航
淘
十
月
十
九
目
午
前
九
時
〇
五
分
鹿
兄
島
露
午
后
八
時
万
十
五
分
屋
久
曾
根
着
鯖
釣
り
に
礎
事
し
二
十
目
午
前
七
時
十
分
一
湊
着
鮪
一
、
OOO尾

購
λ
四

 践
五
厘
喬
全
九
時
一
湊
襲
二
十
一
日
午
前
七
時
三
十
分
乃
至
八
時
三
十
分
オ
ガ
ン
{ツ
曾
根
南
々
東
投
糊
潮
流
北
の
傾
向
有
り
水
色
不
良
漁
な
し
十
二
壁
二
十
分
乃
至

 三
時
五
十
五
分
搦
綱
二
十
二
日
午
前
六
時
廿
分
乃
至
七
時
甘
分
鳥
島
曾
梗
に
投
縄
二
時
三
十
分
よ
幻
楊
縄
ト
ン
ガ
リ
煎
モ
7力
壼
漁
獲
六
時
三
十
五
分
鳥
島
泊
鰹
船
七

 隻
側
泊
二
十
三
日
六
時
四
十
五
分
投
縄
午
後
三
時
十
分
搦
縄
始
む
漁
獲
黒
皮
水
7ヵ
各
一
尾
六
時
舳
分
終
了
漂
泊
リ
ィ
ヤ
切
脚
趣
他
一
一
尾
二
十
四
日
鳥
島
北
北
西
二
十

 二
浬
に
投
純
附
近
小
鰹
群
有
り
午
後
二
時
四
十
分
棚
縄
芭
蕉
一
尾
六
時
升
分
終
了
市
仁
屋
に
同
ふ
二
十
五
日
牛
前
六
時
冊
分
古
仁
尾
着
二
十
六
日
北
西
風
掘
く
休
漁
二

 十
七
日
午
前
一
時
市
仁
屋
霧
全
六
時
十
五
分
喜
界
島
南
十
浬
に
於
τ
東
雨
束
に
投
縄
漁
な
し
午
後
二
時
四
十
分
槻
縄
午
後
九
時
喜
界
島
漂
泊
二
十
八
日
午
前
十
一
時
〃

 分
喜
界
島
薩
二
十
九
目
午
后
二
時
二
十
分
悪
石
島
漂
泊
全
六
時
冊
分
悪
石
島
東
八
浬
に
於
て
雨
東
に
投
綱
漁
な
し
午
後
一
時
四
十
五
分
揚
縄
州
日
午
前
八
時
硫
黄
島
着

 一
時
舳
五
分
硫
苦
島
鮒
一
日
午
微
一
時
十
五
分
聰
見
鳥
蕃
漁
獲
物
貢
却
三
十
圓
五
十
八
銭
を
得
た
り
本
年
度
旗
魚
妊
縄
試
畷
を
終
了
す
。

二
三
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亀
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全
十
一
日
晴
北
東
三
一
…
、
亟
魚
群
見
べ
ず

 
 

 
 

 
 

全
十
二
日
曇
時
々
雨
南
々
東
四
書
「
セ
全

 
 

 
 

 
 

全
十
三
日
全
全
四
…
、
^
全

 
 

 
 

 
 

全
中
四
日
時
時
々
曇
南
簑
西
葦
、
^
全
●

 
 

 
 

 
 

全
十
五
日
雨
西
南
西
三
…
、
セ
白
小
浦
に
魚
群
あ
。
た
る
も
産
卵
せ
ず
三
時
牛
頃
沖
合
に
去
る

 
 

 
 

 
 

全
十
六
日
曇
時
々
雨
北
東
三
…
、
副
小
湊
沖
に
編
入
す
る
も
漁
獲
な
し
産
卵
セ
テ

 
 

 
 

 
 

全
十
七
日
曇
後
晴
全
四
量
、
セ
魚
群
見
へ
』
・

 
 

 
 

 
 

全
十
八
日
晴
東
四
書
.
北
全

 
 

 
 

 
 

全
十
九
目
雨
全
五
…
、
^
全

 
 

 
 

 
 

全
二
十
日
全
西
南
西
五
…
、
一
全

 
 

 
 

 
 

全
二
十
一
日
晴
西
四
三
、
o
全

 
 

 
 

 
 

全
二
十
二
日
全
束
三
…
.
冨
全

 
 

 
  

 
全
二
十
三
目
全
北
東
五
全
水
淵
計
破
損

 
 

    
全
二
十
四
目
小
雨
時
 々  

 
  

 
晴
北
々
東
三
全

 
 

 
  

 
全
二
十
五
日
時
時
々
曇
南
西
三
全

 
 

 
  

 
全
二
十
六
目
晴
西
南
西
三
全

 
 

 
  

 
全
二
十
七
目
全
全
三
全

 
 

 
  

 
全
二
十
八
日
全
全
三
全

 
    

 
全
=
十
九
日
飛
魚
河
游
な
含
篤
め
終
漁
セ
り



 
 

 
 

 
 

 
全
十
九
目
雨
南
五
量
、
昌
全
一
、
書
。
賛
瀬
;
日
米
沖
合
に
小
群
あ
⑦

 
 

 
 

 
 

 
全
二
十
日
雨
後
購
南
々
東
五
…
、
四
全
ハ
、
亜
8
コ
バ
エ
沖
合
二
百
米
に
τ
一
編

 
 

 
 

 
  

全
二
十
一
日
全
鍵
穴
書
,二
至
急
風
彊
き
駕
め
束
海
岸
に
出
漁
十

 
 

 
 

   
全
二
十
二
目
購
酉
・
三
量
、
冨
魚
見
べ
ず

 
 

 
 

   
全
二
十
三
日
全
全
四
三
、
セ
全

 
 

 
 

   
全
二
十
四
目
全
全
三
三
、
四
全

 
 

 
 

   
全
二
十
五
日
全
簸
三
三
、
四
全

 
 

 
 

 
  

全
二
十
六
目
全
北
東
三
三
、
旦
急
全

 
 

 
 

   
全
二
十
七
日
企
全
二
三
、
o
全

 
 

 
 

   
全
二
十
八
全
全
全
三
三
、
宍
全

 
 

 
 

   
全
二
十
九
日
全
全
三
三
、
允
全

 
 

 
 

  
 

全
三
十
目
全
全
三
三
、
北
g
、
§
案
山
沖
千
四
百
米
附
近
に
摂
斐

 
 

 
 

 
 

 
全
三
十
一
目
全
全
三
…
、
西
東
急
量
。
,
8
o
葉
山
沖
合
に
て
操
業
岸
に
寄
甘

 
 

 
 

  
 

六
月
一
円
全
南
四
…
、
冨
一
、
薔
。
孫
浦
沖
五
百
米
附
近
に
τ
操
裟

 
 

 
 

  
 

全
二
日
晴
曇
繭
微
酉
五
量
、
昌
蓉
孫
浦
に
飛
魚
見
へ
る
も
未
明
に

       高
尾
め
漁
あ
り

 
 

 
 

  
 

全
三
日
雨
酉
四
…
、
一
一
、
8
0
后
一
時
よ
り
三
時
ま
で
葉
山
油

 
 

 
 

   
全
四
日
晴
全
四
…
、
昌
飛
魚
見
・
べ
ず
上
ノ
岬
の
汐
本
年

 
 

 
 

   
全
五
日
曇
全
三
…
、
二
本
朝
飛
魚
見
わ
ず

 
 

 
 

   
全
六
日
晴
酉
六
量
、
二
全

 
 

  
   

全
七
日
全
…
、
^
全

   
    

一
-
-
1
■
-
-
-
-
一
-

 賛
瀬
二
百
米
沖
合
に
小
群
あ
り
産
卵
ゼ
ず
沖
合
に
去
る

 コ
バ
エ
沖
合
二
百
米
に
τ
一
編
入
れ
る
産
卵
世
チ
沖
合
に
去
る

 風
彊
き
駕
め
束
海
岸
に
出
漁
す
る
も
魚
群
を
見
ず

 案
山
沖
千
四
百
米
附
近
に
授
業
産
卵
せ
ず

 葉
山
沖
合
に
て
操
業
岸
に
寄
せ
ず
産
卵
せ
ず

 孫
浦
河
五
百
米
附
近
に
τ
操
業
小
魚
群
に
τ
早
く
沖
合
に
去
る

 孫
滝
に
飛
魚
見
へ
る
も
未
明
に
去
り
叉
寄
せ
る
各
浦
一
萬
五
千
-三

 后
一
時
よ
り
三
時
ま
で
葉
山
沖
合
に
て
從
漁

 飛
魚
見
へ
千
上
ノ
岬
の
汐
本
年
は
例
年
よ
り
蟹
な
る
と
留
め
ら
る



大全全七合

 
 

 
 

 
 

 
計
…
、
四
旺
、
=
6
.
三
、
八
誓
、
蕎
量
三
、
八
突
、
望

 
 

 
 

 
 

 
月
上
旬
妻
,
四
目
O
、
^
蒼
茜
、
宍
=
亜
、
8
o
…
、
四
昌
、
未

 
 

 
 

 
 

 
中
旬
…
、
九
一
9
、
異
^
冒
、
…
一
、
8
o
…
、
七

 
 

 
 

 
 

 
下
旬
量
、
o
δ
呈
^
、
一
一
8
,
異
。
…
、
1

 
 

 
 

 
 

 
計
茜
、
…
^
、
…
^
量
、
…
^
、
美
O
…
、
セ
二
、
去

 
 

 
 

 
  

月
上
旬
茜
、
四
四
一
、
九
香
…
^
、
…
、
;
o

 
 

 
 

 
 

 
■
L
『
【
'
,
口
…
呂
、
セ
…
昌
、
四
乗
巳
四
、
O
四
昌
、
;
…
、
一
莞
、
誓
。

 
      

-
-
-
-
-
-
-
-
-

 漁
獲
高
は
昭
和
八
年
最
も
多
く
七
、
九
年
の
順
位
と
な
り
平
均
水
淵
も
同
順
位
に
し
て
㎎
和
八
年
最
高
な
り
。

 盛
漁
期
と
目
さ
る
i八
月
中
漁
獲
と
雫
均
水
溜
を
各
年
別
に
比
較
す
る
に
八
年
六
月
最
も
多
く
三
十
二
萬
八
千
金
尾
牛
均
水
溜
二
十
五
度
一
分
七
年
度
之
に
亜
ぎ
十
三
萬

 六
千
金
尾
、
平
均
水
溜
二
十
四
度
一
分
に
當
り
九
年
は
上
旬
二
千
金
尾
の
小
漁
あ
り
た
る
外
は
漁
獲
な
く
平
均
水
溜
も
最
低
に
し
τ
二
十
二
慶
七
分
を
示
し
本
年
の
不
漁

 は
此
の
異
例
な
る
低
水
溜
に
調
ひ
さ
れ
し
二
と
が
重
因
の
一
な
Φ
と
思
料
せ
ら
る
。

漁
業
甘
誌
(
海
士
泊
川
畑
孫
左
衙
門
調
)

月
日

天
候
 風
向
⊥
水
溜

潮
流

漁
獲
尾
籔

記

事

全
二

北
々
東
三

束
四

 三、亜一

 三、七一
 三、北一

三
主

南
西
経

 本
日
組
合
員
全
部
馬
毛
島
に
渡
島

 西
海
岸
白
小
浦
二
百
米
沖
合
に
小
魚
群
あ
り

 海
士
泊
浦
各
絹
五
、
六
回
入
網
す
産
卵
せ
ず
去
る

 西
海
岸
は
ハ
エ
ナ
カ
沖
合
三
百
米
に
小
群
あ
⑰
各
編
入
し
當
浦
五
千

 二
百
尾
漁
獲
産
卵
せ
ず
早
く
去
る

 前
日
種
子
島
に
大
漁
あ
り
浦
田
沖
へ
出
漁
す
る
も
飛
魚
見
べ
ず

 ハ
エ
十
カ
沖
合
二
百
米
に
小
雛
あ
り
各
々
一
綿
入
れ
し
も
不
漁



 隼
度
試
験
に
倹
つ
こ
と
と
ヒ
z

 昭
和
九
年
度
馬
毛
島
に
於
け
る
漁
獲
高

浦
海州

佳地

合

 
  

     
二
-
  

 
 

 
 

 
 

統
歎
一
漁
獲
尾
二
漁
獲
金
額

        圓
 

 
 

 
 

   
士
泊
小
綱
四
七
七
、
〇
三
五
一
、
三
七
六
、
〇
五

 
 

 
 

    
之
崎
大
、
綱
一   

 
 

 
  

d
欄
四
九
八
、
三
二
〇
一
、
八
四
六
、
八
O

 
 

 
 

 
   

吉
小
綱
四
一
〇
一
、
O
O
O
一
、
七
六
七
、
五
〇

 
 

 
     

田
試
験
網
-

  
 

 
 

   
小
綱
二
四
四
、
〇
四
〇
八
九
八
、
七
〇

 
 

 
     

野
小
絹
五
一

    
 

   
'一
〇
〇
、
OOO一

、
七
〇
〇
、
OO

  
 

     
大
綱
一

 
 

 
 

    
十
…
司
試
験
綱
一
四
二
〇
、
三
九
五

  
 

 
    

小
綱
二
〇
七
、
五
八
八
、
三
五

 水
温
ご
飛
魚
漁
獲
ご
の
開
係

 飛
魚
は
暗
流
性
計
魚
族
な
る
を
以
て
其
の
楓
瀦
移
動
の
状
態
は
水
温
ω
高
庇
に
影
響
き
る
る
は
言
を
倹
た
ざ
る
麗
に
し
τ
木
場
の
指
導
に
依
り
當
業
者
の
記
載
せ
る
口
μ
誌

 に
基
き
昭
和
七
、
八
、
九
年
の
三
ヶ
年
間
の
各
句
別
に
於
け
る
表
面
平
均
水
淵
と
漁
穫
高
は
採
録
す
る
に
左
の
如
し
、
本
日
誌
は
一
漁
場
團
た
る
海
士
泊
漁
民
の
手
記
に

 し
て
且
短
期
間
の
調
査
な
る
を
以
て
之
を
以
τ
金
島
の
水
溜
と
飛
魚
漁
獲
關
係
に
通
田
…
す
る
は
祭
冒
な
ら
、
さ
る
も
概
況
を
察
知
す
る
に
足
ら
ん
。

昭
和

奮
水
温
一

-

七
年

漁
獲
尾
鋏

昭
和
八
年

奮
水
三
漁
獲
屋
敷

1

昭
和
九
年

蛮
水
王
漁
獲
尾
籔

-



 も
の
に
し
τ
埋
圓
の
如
く
匪
…
毛
島
周
園
に
各
回
毎
に
梗
擦
地
を
設
く
,
而
し
τ
漁
場
は
同
一
に
て
、
よ
。
々
・
“

 の
探
索
に
當
ら
し
め
魚
郡
を
襲
見
せ
ば
之
を
務
め
陸
上
に
設
置
し
あ
る
見
張
所
に
信
甥
し
信
蜴
所
よ
り
各
漁
船
に
通
知
し
同
時
に
漁
業
を
開
始
す
る
も
の
と
す
。

 全
島
に
於
け
る
飛
魚
漁
業
は
産
卵
の
矯
め
沿
岸
に
来
遊
せ
る
飛
魚
が
未
明
の
頃
薩
卵
を
終
へ
沖
合
に
出
で
ん
と
す
る
亭
漁
獲
す
る
も
の
な
る
が
飛
魚
は
沿
岸
よ
り
藪
百
間

 の
近
距
離
な
る
水
深
十
五
尋
内
外
の
海
底
の
藻
類
(空
と
し
τ
ほ
ん
だ
わ
ら
)に
産
卵
す
る
も
の
に
し
て
來
繁
時
刻
は
日
没
後
愁
に
午
前
零
時
前
後
に
多
く
大
群
密
集
し

 て
沿
岸
へ
向
け
椙
當
速
度
を
以
て
潴
減
し
産
卵
終
了
セ
は
比
較
的
底
層
を
潴
沸
し
沖
合
に
去
る
も
の
な
り
。
・

 漁
法
は
五
馬
力
程
度
の
襲
動
機
船
二
隻
中
一
隻
に
絹
を
積
み
末
明
に
山
…
漁
し
魚
群
を
護
見
せ
ば
二
隻
嚇
の
片
袖
綱
を
他
の
冊
に
移
し
潮
上
に
魚
取
部
を
投
入
後
同
時
に
繭

 袖
を
摘
げ
魚
群
を
巻
き
つ
・
投
網
し
終
れ
ば
急
速
に
沈
子
綱
を
曳
き
掬
ひ
取
る
如
く
し
、
此
の
間
徴
名
の
者
は
水
中
に
潜
入
し
て
目
的
魚
を
絹
に
入
る
蟻
肘
馳
し
魚
の
鵜

 に
入
り
た
る
を
確
む
れ
は
両
端
よ
り
漸
次
繰
揚
げ
漁
獲
す
。

 経
過
概
要
試
験
絹
は
西
之
表
町
三
ケ
捕
縛
案
組
合
中
の
池
田
浦
組
合
に
於
τ
便
用
し
五
里
百
書
六
月
末
日
迄
碓
漁
せ
り
同
蒲
に
於
け
る
漁
獲
高
左
の
如
し
。

 
 

 
 

 
  

日
一
試
験
綱
一
統
在
來
小
綱
二
統

  
 

 
 

 
 

漁
獲
尾
徴
一
金
額
漁
獲
尾
-
敏
一
金
額

 
    

  
一
十
五
日
圓

    
 

  
一
、
=一
五
…
二
、
一
八

       圓
 

 
 

 
 

  
十
六
目
四
、
七
〇
五
二
〇
、
九
九
二
、
八
三
〇
六
八
、
一
七

 
   

 
  

十
七
日
四
〇
〇
一
9
四
七

 
   

 
  

二
十
日
一
〇
、
九
四
〇
二
四
六
、
〇
四

 
 

 
    

三
十
目
九
、
七
七
〇
一
七
四
、
坦
九

 
    

  
三
十
一
目
'

  
 

    
=二
.八
三
〇
二
四
七
、
OO

 
 

 
    

月
一
目
四
四
〇
八
、
三
六

 
 

 
 

 
  

計
二
八
、
七
四
五
五
四
〇
、
八
四
一
五
,
二
九
五
三
五
七
、
八
六

 本
年
は
飛
魚
の
洞
游
甚
だ
砂
く
薄
漁
に
終
り
た
る
も
全
浦
試
験
綱
一
統
は
在
來
の
小
綱
二
張
の
漁
獲
の
約
倍
額
杉
漁
獲
セ
句
漁
具
大
な
る
も
授
業
比
較
的
簡
易
に
し
τ
沖

 合
の
魚
を
漁
獲
し
得
る
ミ
共
に
海
深
十
尋
内
外
の
沿
岸
に
於
τ
も
操
業
し
得
る
便
あ
り
て
有
利
な
る
漁
具
と
思
料
せ
ら
る
る
も
筒
漁
具
に
改
良
す
ぺ
さ
恵
あ
る
を
以
τ
弐
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 趣
旨
熊
毛
郡
に
於
け
る
重
要
水
産
物
た
桑
魚
は
近
年
漁
況
不
振
と
な
り
し
た
め
之
か
原
因
を
探
研
芝
く
昭
和
七
年
麗
よ
り
基
礎
的
調
査
に
着
手
し
本
年
度
よ

 り
本
場
は
左
記
の
如
き
漁
具
を
試
製
し
酉
之
表
町
三
〃
浦
漁
業
組
合
と
提
携
し
組
合
よ
り
は
五
馬
力
褒
動
機
二
隻
及
漁
夫
を
資
櫨
セ
し
め
五
月
上
旬
よ
り
六
月
下
旬
に
亙

 る
漁
期
中
共
同
試
験
を
施
行
せ
り
。

 漁
具
在
番
掬
ひ
取
り
蓑
旋
網
式
墨
蓬
る
も
の
に
し
て
獲
萎
の
如
㌧
・

魚
取
部

 、
綿
糸
十
二
本
合
せ
九
節
百
掛
を
礎
目
に
使
用
し
三
十
二
号
切
二
反
二
十
三
尋
切
二
反
二
十
二
事
切
二
反
二
十
一
尋
切
二
反
二
十
尋
切
二
反
十
九
事
切
二
反
十
八
尋
切
二

 反
十
七
事
切
こ
反
十
六
事
切
二
反
十
五
覇
切
二
反
計
二
十
反

 縮
紬
四
割
に
て
仕
立
二
十
四
尋

紬
綱

 魚
取
部
と
同
じ
く
綿
糸
十
二
本
合
せ
九
節
に
て
縦
目
に
便
用
し
左
右
同
形
に
て
片
袖
綱
の
反
敦
は
二
十
三
尋
切
一
反
二
十
二
号
切
一
反
二
十
覇
切
}反
十
九
事
切
一
反

 -十
七
号
切
一
反
十
六
事
切
二
反
十
五
薄
切
二
反
十
四
尋
切
二
反
十
三
尋
切
一
反
十
二
号
切
二
反
十
一
尋
切
一
反
十
尋
切
二
反
力
尋
切
一
反
計
十
六
反
両
袖
に
τ
三
十
二

 反
縮
紬
二
割
五
分
に
て
仕
立
二
十
五
尋
牛
両
袖
に
τ
五
十
一
隷

 荒
目
こ
十
一
本
合
せ
五
寸
目
八
十
掛
を
横
目
に
使
用
し
長
さ
九
尋

 縁
絹
綿
糸
六
十
本
合
せ
二
本

 浮
子
綱
マ
ニ
ラ
三
分
五
塵
確
二
本
.

 沈
子
綱
マ
ニ
ラ
五
分
径
一
本

 浮
子
綱
長
奇
八
寸
巾
三
寸
厚
さ
二
寸
の
も
の
を
八
寸
乃
至
一
尺
三
寸
間
隔
に
附
し
二
百
五
十
伯

 沈
手
鍋
圓
筒
型
目
万
百
匁
の
も
の
を
八
尺
間
隔
に
附
し
計
五
十
個
五
貰
匁
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績
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本
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的
と
し
前
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島
近
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を
調
査
し
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せ
τ
餌
料
試
験
を
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行
せ
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概
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光
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縄
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縦
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縄
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鉢
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熊
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縄
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に
避
泊
の
上
十
五
、
十
六
目
蕾
式
曾
根
に
從
漁
せ
る
も
薄
漁
に
終
り
餌
待
及
荒
天
ω
爲
十
九
日
迄
古
仁
屋
潜
に
休
泊

 し
氷
及
餌
料
用
鰯
購
入
の
ト
町
ぴ
喜
界
面
曾
根
に
…
川
漁
し
二
十
二
日
迄
全
所
に
從
漁
二
十
三
H南
幽
の
風
蝿
く
名
瀬
に
同
ひ
全
所
に
て
漁
獲
の
一
部
を
費
却
し
二
十
六

 日
ま
で
大
熊
港
に
避
泊
二
十
七
日
全
所
褒
蹴
途
に
就
き
二
十
八
日
鹿
見
島
港
音
漁
獲
物
費
却
操
業
八
日
投
細
百
十
鉢
に
て
瀬
魚
三
百
六
十
二
尾
優
格
大
島
廣
却
ω
分
を

 く
uし
二
百
六
十
二
圓
六
十
八
践
を
得
た
り
o

 第
二
玖
航
海
一
月
十
n鹿
兄
島
港
襲
佐
多
大
泊
に
同
ひ
全
夜
柔
魚
釣
り
を
な
し
た
る
も
不
漁
の
爲
め
十
一
目
屋
久
曾
根
に
τ
餌
鯛
釣
り
を
な
し
四
百
五
十
尾
を
釣
獲
し

 費
島
に
向
ひ
十
三
日
着
荒
大
繍
き
十
九
目
迄
全
島
に
暇
泊
二
十
日
全
島
南
束
十
浬
附
近
の
礁
に
出
漁
せ
る
も
薄
漁
に
終
り
荒
天
と
な
り
し
爲
め
古
仁
屋
に
避
航
し
二
十

 四
Hま
で
全
所
に
休
泊
し
二
十
五
H襲
こ
士
ハ
日
喜
界
駒
曾
搬
に
…
漁
二
十
七
月
荒
天
早
町
港
避
泊
二
十
八
目
よ
り
三
十
目
迄
喜
界
南
曾
根
に
礎
漁
微
三
十
一
日
古
仁

 屋
に
同
ひ
餌
料
鰭
鮎
入
の
上
二
月
一
日
再
ぴ
喜
界
南
曾
根
に
出
漁
二
日
三
日
荒
天
の
蝿
め
早
叩
港
避
泊
四
n喜
界
南
曾
根
に
絆
漁
ω
卜
六
日
鹿
見
島
港
蹄
着
漁
獲
物
廣

 却
換
葉
七
日
投
縄
九
十
四
鉢
に
て
瀬
焦
二
百
八
十
一
尾
硬
楴
百
五
十
九
圓
三
十
九
顕
を
得
た
o。

 第
三
玖
航
海
二
月
十
二
日
鹿
兄
島
溶
擾
山
川
港
に
寄
港
の
上
十
三
目
屋
久
曾
根
に
て
餌
鯖
釣
り
を
な
し
鯖
=青
尾
漁
獲
更
に
三
百
尾
購
入
の
上
喜
界
島
に
同
ひ
十
五
目

 よ
り
十
七
日
迄
喜
界
南
曾
根
に
碓
漁
し
十
へ
、
十
九
繭
日
荒
天
の
爲
め
古
仁
屋
港
避
泊
二
†
、
二
十
一
目
再
び
喜
界
南
曾
根
に
出
漁
し
二
十
三
日
迄
荒
天
、
早
町
港
休

 泊
し
二
十
四
目
名
瀬
港
に
於
て
氷
舖
給
し
二
十
六
日
迄
大
熊
.に
避
泊
の
上
二
十
七
目
全
所
璽
蹄
途
に
就
き
三
月
一
日
鹿
見
島
港
着
漁
獲
物
貢
却
操
莱
五
日
に
て
投
縄
七

 十
四
鉢
瀬
魚
五
亘
二
十
三
尾
硬
楴
三
百
固
二
十
九
鰯
を
得
、
本
航
海
を
以
て
本
年
度
試
駿
を
終
了
せ
り
コ

 餌
料
試
験
の
成
績



製
造

部

鰹
衝
製
造
試
験
及
傳
脅

 本
縣
重
要
水
産
製
品
た
る
鰹
節
の
改
善
襲
達
助
長
を
圖
ら
む
矯
め
本
年
も
結
縁
し
τ
試
験
及
構
冒
を
施
行
せ
り
。

 一
、
れ
ご
か
び
防
止
試
験

 鰹
節
製
造
工
程
中
初
期
に
於
甲
.屋
々
ね
と
か
ぴ
の
験
生
を
見
損
害
を
被
る
事
少
し
と
せ
ず
、
砥
に
帳
雨
期
の
候
に
多
し
、
依
τ
之
が
防
止
野
策
と
し
て
本
試
駒
を
施
行
世

 る
も
の
な
り
。

経
過
並
方
法

 六
月
一
日
石
〇
〇
匁
内
外
の
小
鰹
一
〇
尾
を
麺
範
型
に
卸
し
各
々
片
肉
を
標
準
節
に
他
の
片
肉
を
試
験
師
に
供
し
た
り
、
養
熱
は
何
れ
も
沸
慶
後
三
〇
分
、
水
畝
焙

 乾
後
修
繕
を
な
し
試
験
節
に
は
過
酸
化
水
素
を
塗
抹
し
τ
表
面
を
殺
菌
し
放
置
せ
り
。

 六
月
四
目
製
造
後
三
日
目
に
至
り
標
准
節
に
微
か
に
ね
さ
の
襲
生
を
見
る
。

 六
月
五
目
標
準
節
試
験
節
共
に
ね
と
褒
生
す
。

 標
撞
節
特
に
箸
し
俵
て
標
進
節
の
内
王
政
に
過
酸
水
素
を
塗
抹
し
τ
表
面
の
細
菌
を
殺
菌
し
他
の
誤
提
師
と
共
に
張
氏
七
〇
慶
三
〇
分
焙
乾
し
放
置
せ
り
.

 六
月
六
日
標
壇
節
試
胸
節
共
ね
と
の
存
在
を
見
る
。

 六
月
七
日
供
試
品
全
体
ね
と
露
生
薯
し
、
俵
て
供
試
品
全
部
の
ね
と
を
除
去
し
普
遍
熔
乾
に
依
り
製
了
セ
し
め
た
り
。

考
案

 如
上
の
結
果
よ
り
考
察
す
る
に

 一
、
ね
と
か
び
籔
生
す
る
時
は
仕
上
げ
後
の
製
品
に
『
し
ら
た
』
を
生
じ
製
品
劣
悪
さ
な
る

 二
、
製
造
中
水
誠
烙
乾
後
直
ち
に
過
酸
化
水
素
を
塗
抹
セ
は
相
富
時
間
ね
と
藪
生
防
止
の
効
果
あ
る
べ
,〕

 三
、
ね
と
襲
生
後
に
過
酸
化
水
素
を
塗
抹
す
る
も
其
の
効
果
は
認
め
ら
れ
ざ
Φ
ざ
、
蓋
し
腐
敗
菌
が
肉
内
部
に
浸
入
せ
し
轟
め
過
酸
化
水
素
を
塗
抹
す
る
も
殺
菌
範
園
は

 表
面
に
止
ま
り
、
肉
内
部
に
及
ば
ざ
る
も
の
な
ら
む

 …
i
望
自
!
=
蔓
と
鼻
ヨ
三
七



三
八

 四
、
害
節
の
如
凄
第
一
頃
の
騒
効
力
姦
用
し
τ
、
製
造
蓬
に
謬
化
姿
姦
警
隻
繋
を
得
べ
し
と
軍

 二
、
鰹
節
製
造
像
習

 擁
饗
雛
一
篶
一
繍
饗
一
一
饗
融
一
㌶
饗
饗
饗
一

 芸
董
て
翠
匿
霧
し
本
著
竈
催
し
以
τ
嚢
の
霧
奮
蓬
望
言
岳
妾
ξ
の
な
り
一

 期
間
昭
和
九
年
四
月
五
日
よ
り
七
月
末
日
迄

場
所
揖
宿
郡
山
川
町
鰹
節
製
造
所

 方法並経過概要警法は空として麓型鰹節の製造薫して製造し髪子…茗の霧窒藩し簑警を套り・繧竈原料喜
 一昌ならしめむ爲め、翠同様山川町選寒と共同して製琴。英の麓原料讐、六・七尾…・六九二雲一一・ミ八隻の金墾一
 二
七
〇
圓
二
七
篭
し
て
噂
覇
間
中
三
四
回
に
亘
畠
込
嚢
看
忽
製
品
四
、
五
八
八
駈
一
三
三
三
塁
一
蕎
喜
一

 哨は、礼に附し憂したるも偶、九年慶に於て姦慶嚢し-蕃利替醤婁らざ芝醤終了音…名にして轟の如し。
二
征
.終
了
者

佳
所

揖
宿
郡
山
川
町

全全

一
年
終
了
者

全全全全全

鮫藤永

中中

竹腰奥

氏島

坂

山

村

尾

下

島

谷

名

直

 キ
ミ
子

サ
・
し
エ

利
雄

鐵
造

ス
ミ

 、
-ツ
エ

キ
ク
ェ

佳
所

指
宿
郡
山
川
町

全全全全全全全

石中折

當櫻優

篠

犬

氏

井村

囲

房井井原薗

名

盆

シシ

榮ゲヅ

秀
二

集

7
ミ
エ

ハ
ツ
ミ

7チ
エ

佳
所

揖
宿
郡
山
川
町

全全全全全全

繭中松上

堀

新折

氏

奥冊

山村

田

名ミ
チ

ワ
カ

ツ
ル
ェ

一
也

 ヒ
ロ
子

赦
子

幸
子

 斯
く
し
τ
傳
習
終
了
者
ほ
地
元
製
造
塚
の
希
望
に
依
り
夫
々
各
製
造
場
に
就
職
せ
し
め
た
り
o



鮭
利
用
製
造
試
験

 縢
下
至
る
所
に
麗
産
し
価
格
低
廉
な
る
鯛
の
利
用
方
法
話
究
の
矯
め
前
年
に
総
額
し
て
左
記
製
造
試
験
を
施
行
セ
り
。

 ト
マ
ト
サ
ー
チ
ン
製
造
試
験

 本
試
験
は
中
央
水
産
試
験
壌
統
制
の
下
に
各
府
鷹
は
水
産
試
験
場
と
連
絡
協
調
し
て
夫
々
試
験
す
る
事
と
し
本
場
は
原
科
慶
理
に
付
き
担
富
試
験
世
り
。

 時
期
昭
和
十
年
二
月
十
一
日
よ
り
二
十
日
迄

壌
所
川
蓬
郡
枕
崎
町
水
産
學
校

 (イ
)原
料
虜
理
の
中
鰯
乾
に
依
る
製
法

 原
料
刺
網
漁
獲
ω
一
尾
平
均
体
長
一
八
糎
重
量
七
〇
瓦
内
外
の
大
明
胴
を
用
び
た
り

 虜
理
原
料
は
先
っ
母
氏
二
度
の
食
塊
水
に
て
洗
樵
水
切
後
.頭
部
尾
部
を
切
断
し
英
の
際
胸
鰭
は
頭
部
に
附
腐
セ
し
め
腹
部
は
切
開
セ
ず
し
て
臓
鵬
を
同
時
に
除

 去
し
母
氏
三
度
ω
食
塩
水
に
て
洗
溢
水
初
を
行
ふ
。

 鰯
乾
『
セ
イ
ロ
』
に
並
べ
て
煉
製
室
に
牧
容
し
四
勝
間
燭
乾
す
、
蝿
乾
溜
度
は
掘
氏
四
五
-五
〇
度
な
り
然
る
後
十
五
時
間
放
冷
せ
り
。

 肉
詰
放
冷
せ
し
原
料
は
一
封
度
オ
ー
バ
ル
憾
に
三
八
O瓦
(一
〇
尾
内
外
)二
段
詰
に
せ
り
。

 加
熱
挑
霜
除
水
蒸
釜
に
τ
轟
氏
一
〇
〇
度
八
分
間
加
熱
後
浸
出
せ
し
水
分
を
除
去
せ
り
。
一
躍
の
除
水
量
二
〇
}(二
一
瓦
)な
り
。

 ト
マ
ト
液
注
入
一
搦
に
付
き
ト
τ
ト
液
六
八
瓦
以
上
注
入
せ
り
。
ト
マ
ト
潴
調
製
法
は
ト
マ
}ピ
ュ
ー
レ
ー
比
重
一
、
〇
三
の
も
の
を
閑
ひ
ピ
ュ
ー
レ
ー
六
〇
瓦
境

 壇
八
瓦
の
割
合
に
配
し
た
る
も
の
な
り
。

 此
れ
を
轟
氏
八
O度
に
加
熱
し
τ
注
入
し
臓
を
密
封
セ
り
、

殺
菌
一
〇
封
度
一
時
間

 冷
却
冷
水
中
に
約
三
〇
分
投
入
冷
却
せ
り
。

歩
留

原
料

慶
理
肉

燭
乾
後

製
了
鰯

蛆
利
用
黎
着
試
験

 一
一
六
、
二
五
〇
瓦

 六
三
、
三
七
五
瓦

 五
六
、
二
五
〇
瓦

一
四
一
峨

 「
i
'
。
.
,
.
.
.
'

三
九



四
〇

 ̂口
)原
料
慶
理
似
中
倍
乾
に
依
る
製
法

 原
料
及
慶
理
は
前
項
と
同
様
と
し
『
セ
イ
ロ
』
に
並
べ
て
鰹
節
製
造
用
熔
乾
室
に
て
張
氏
五
〇
1穴
〇
度
に
τ
一
時
間
熔
乾
後
十
五
時
間
放
冷
し
三
八
五
瓦
肉
詰
し
前
項

 の
如
く
排
氣
降
水
せ
り
、
一
躍
の
除
水
量
-四
㏄
(一
五
瓦
)な
り
、
斯
く
し
い
直
ち
に
ト
マ
ト
液
注
入
巻
縮
殺
菌
冷
却
す
る
事
前
回
儀
と
す
。

 歩
留
原
料
一
〇
六
、
三
〇
〇
瓦

 慶
理
後
六
三
、
七
五
〇
瓦

 焙
乾
後
五
五
、
四
六
〇
瓦

製
了
鰯
:
二
七
曜

 (ハ
)原
料
慶
理
の
中
風
乾
に
依
る
製
法

 原
料
及
慮
理
は
(イ
)の
方
法
と
同
僕
な
り
、
而
し
て
原
料
を
『
セ
イ
ロ
』
に
並
べ
て
風
乾
セ
り
、
肉
詰
は
前
国
型
鵜
に
三
八
O瓦
詰
め
(4)項

の
如
く
排
気
除
水
せ

 り
一
躍
弔
均
の
除
水
量
は
一
五
㏄
(一
五
瓦
)な
り
、
爾
後
の
工
程
は
(イ
)項
の
如
く
せ
り
.

 歩
留
原
料
九
一
.
三
〇
〇
瓦
・

 慶
理
後
五
四
、
七
五
〇
瓦
.

 風
乾
後
四
九
、
六
八
O
瓦

製
了
罐
'
二
七
曜

 (こ
)原
料
慮
理
の
中
蒸
煮
に
依
る
製
法

 原
料
及
鹿
理
は
(イ
)頃
と
同
じ
英
生
原
料
を
一
封
度
汀
-バ
ル
罐
に
四
〇
〇
瓦
詰
め
蒸
釜
に
τ
鑑
氏
一
〇
〇
慶
一
五
分
間
加
熱
し
浸
㎜
液
を
除
去
せ
り
。
此
の
除
水
量

 一
躍
平
均
四
六
裏
(四
七
瓦
)な
り
。
斯
く
せ
し
も
の
に
直
に
ト
マ
ト
液
注
入
巻
縮
殺
菌
冷
却
す
る
事
イ
頃
の
如
く
せ
り
。

 ヵ
留
原
料
一
二
三
,
五
六
〇
瓦

 慶
理
後
七
九
、
五
〇
〇
瓦

製
了
罐
一
八
九
蟻

 窩
比
較
の
矯
め
基
進
・
と
し
て
左
記
方
秩
に
依
り
製
せ
り
。

基
進
製
造
法

 二
)原
料
定
置
網
漁
獲
の
体
長
一
八
種
、
重
量
七
〇
瓦
内
外
の
大
切
蛆
を
用
び
た
り
。

 (
二
)
原
料
の
慶
理



 (1)原
料
は
母
氏
二
慶
0)食
塩
水
に
て
洗
條
水
切
す
。

 (2)頭
部
の
切
願
、
胸
鰭
を
頭
部
に
附
属
せ
し
め
τ
切
断
し
同
時
に
腹
部
を
切
開
せ
ず
し
て
臓
脇
を
除
去
す
。

 (3)斯
く
し
て
母
氏
三
度
の
食
璃
水
に
て
洗
條
水
切
す
。

 (4)焙
乾
原
料
を
『
セ
イ
ロ
』
に
並
べ
て
鰹
節
製
造
用
焙
乾
室
に
収
容
し
て
張
氏
八
O度
三
五
分
間
熔
乾
せ
り
。

 基
進
法
に
依
れ
ば
焙
乾
溜
度
一
〇
〇
度
に
な
り
居
る
も
焼
乾
窒
の
關
係
上
へ
O度
以
上
に
焙
乾
す
る
事
を
得
ざ
り
き
。

 (5)放
冷
二
一
時
間
放
冷
す
。

 (三
)肉
諸
、
一
封
度
オ
ー
バ
ル
罐
に
三
八
五
瓦
肉
詰
す
。

 (四
)挑
氣
降
水
、
蒸
釜
に
て
撮
氏
一
〇
〇
度
八
分
知
熟
し
浸
出
せ
し
水
分
を
除
去
す
。
一
蟻
の
除
水
量
三
〇
㏄
(=二
瓦
-な
り
。

 (五
)ト
マ
ト
注
注
入
前
(イ
)頃
の
如
き
ト
マ
ト
液
六
八
瓦
を
注
入
し
巻
縮
め
た
り
。

 (六
)殺
菌
一
〇
封
度
一
時
間
加
熱
す
。

 (七
)冷
却
冷
水
中
に
三
十
分
投
入
後
引
揚
げ
た
り
。

 (
八
)
歩
留
原
料
ニ
ニ
六
、
:
一
〇
凡

 慮
理
後
七
四
、
二
五
〇
瓦

 烙
乾
後
六
二
、
六
二
〇
瓦

終
了
罐
一
五
九
憾

生
産
費

 基
礎
的
試
験
な
る
に
依
り
経
酒
的
の
生
産
費
に
非
る
も
曇
考
の
爲
め
平
均
一
画
當
り
の
生
産
費
を
左
に
記
せ
む
〇

 一
国
(四
打
入
)當
り
生
産
費

 
 

 
 

 
 

 
 

 
品
名
・
.一
敷
量
金
額
摘
要

 
  

 
  

   
鯉
三
四
、
五
駈
一
、
四
七
七
六
〇
〇
瓦
當
り
二
饅
五
厘
七
毛

 
  

 
 

 
   

ト
マ
ト
ソ
ー
ス
○
、
五
ダ
ー
ス
O、
九
五
〇
一
ダ
ー
ス
(ビ
一
ル
握
)當
り
一
圓
九
十
腰

 
 

 
 

  
   

食撞.一、五五O.一〇七六〇〇瓦當り四壁二厘
魍
利
朗
製
造
試
験

四
一



鯉
利
用
製
造
試
験

-四
二
-

1螂

宝焼石計

■

罐

壇炭

■

 一
、
面

 一
ポ
ン
r

 二
六
、
四
配

 三
、
六
五
〇

 〇
、
二
四
〇

〇
.四
四
〇

 六
、
八
六
四

一
国
(四
打
入
)三
国
六
十
五
饅

 一
ポ
ン
ド
當
り
二
十
四
践

 六
〇
駈
當
り
一
圓

 人
夫
貸
を
計
上
せ
ざ
る
は
水
慶
學
校
實
言
生
を
使
用
セ
し
に
依
る
。

 生
産
蟹
の
高
値
に
付
き
し
は
試
験
事
業
の
置
施
上
原
料
廉
直
の
時
期
を
選
び
得
ず
。
叉
少
量
生
産
の
爲
め
浦
耗
品
類
の
『
ロ
ス
』
多
言
に
依
る
。
製
造
時
餌
δ
選
定
と
大

 量
生
産
に
伐
り
、
遙
に
生
産
費
の
低
減
弗
計
り
得
ぺ
し
と
信
ず
。

開
罐
緒
,
黒

土縄敷
 町
の

重

一国醤喜一滴
量

製
法

量一
磁
重

量一
液
汁
蓬

 イ
法

(鰯
乾
)

口
法

^焙
乾
)

八
法

'風
乾
)

二
法

(蒸
煮
)

基
準
法

五
六
〇
瓦

五
六
五
瓦

五
五
五
瓦

五
五
七
瓦

五
五
〇
瓦

一
〇
瓦

一

一
〇
瓦

一
〇
七
瓦

一
〇
瓦

 八
O
㏄

八
五
瓦

 八
一
㏄

八
五
瓦

 七
八
㎎

八
五
瓦

 九
五
㏄

一
〇
〇
瓦

 四
七
㏄

五
〇
瓦

 …
七
〇
瓦

三
六
〇
瓦

三
五
〇
瓦

三
九
〇
瓦

 皮
肌
鳩
色
を
裕
ぶ
、
鰯
臭
あ
り

 ト
マ
ト
色
患
し
、
肉
崩
れ
あ
り

 皮
肌
傲
か
に
燥
色
あ
り
ト
マ
“

 色
良
し
肉
崩
れ
少
々
あ
り
、
皮
肌
よ
し

 ト
マ
ト
色
良
し
,形
悪
し

 皮
肌
よ
し
、
肉
崩
れ
な
し

 肉
鮮
色
、
崩
れ
少
し
、
 ト
マ
ト
色
良
し

 ト
マ
ト
黒
褐
色
に
悪
饗
す
、

 り
、
皮
肌
煩
色
あ
り

 肉
崩
あ



 試
費
、
品
評

 前
年
曖
試
製
口
0口
七
国
及
本
年
度
試
製
品
十
三
国
計
二
十
函
を
本
賜
物
産
販
貢
斡
旋
所
犬
連
支
所
を
経
由
し
τ
大
連
凍
渡
値
徴
一
画
七
国
替
に
て
試
貢
せ
し
に
良
好
の
成
果

 を
得
、
爾
來
相
當
駁
量
の
詩
文
あ
り
し
も
試
製
品
少
く
乍
置
憾
之
れ
に
腰
し
得
ら
ざ
り
き
。
.

 今
大
達
に
還
荷
試
貢
せ
し
結
果
の
概
評
を
記
す
れ
ば

 (一
)罐
詰
内
液
汁
に
稿
々
不
足
を
感
ず
る
位
に
て
他
は
申
分
な
し

 (=)魚
体
ω
排
列
や
慶
理
法
は
寧
ろ
丁
寧
に
過
ぐ

 (三
)大
連
地
方
に
は
余
り
消
費
せ
ら
れ
ず
、
即
ち
大
連
は
中
継
地
と
し
て
奥
地
に
出
荷
せ
ら
る
、
其
需
要
期
は
四
、
五
、
六
月
な
り
と
云
ム

 (四
)支
那
人
に
も
相
當
浦
資
あ
る
模
儀
な
り
、
依
っ
τ
廉
便
に
生
産
せ
ら
る
れ
は
大
量
取
引
可
能
な
り
。

 (五
)他
縣
産
の
出
荷
も
梢
當
あ
り
τ
其
の
大
連
沖
渡
一
国
値
段
六
回
七
八
十
饅
な
り
と
云
ふ

 叉
昭
和
十
年
十
一
月
末
第
三
回
製
造
担
當
官
曾
譲
開
催
の
醐
連
絡
就
職
製
品
々
評
曾
に
出
陳
し
品
評
を
求
め
し
に
熔
乾
に
依
る
製
品
最
も
良
く
好
評
を
得
た
り
。

 昭
和
十
年
十
二
月
下
旬
縣
水
産
會
主
催
の
水
産
食
品
々
評
即
賢
會
に
も
二
国
出
陳
し
一
躍
に
付
き
十
五
饅
に
て
即
貢
せ
し
に
忽
ち
覧
れ
壷
し
好
果
を
収
め
た
り
。

 考
察
前
述
の
結
果
よ
り
考
察
す
る
に
焙
乾
に
依
る
製
品
良
好
の
成
果
を
得
た
る
を
以
て
焙
乾
方
法
の
講
究
を
一
段
研
究
す
る
必
要
あ
る
べ
し
。
今
回
は
鰹
節
製
造

 用
焙
乾
室
を
使
用
し
『
セ
ィ
ロ
』
も
叉
鰹
節
製
造
用
の
『
セ
ィ
ロ
』
を
兼
用
し
た
る
が
竹
賓
太
さ
に
依
り
魚
体
附
着
し
て
礎
て
皮
肌
剥
離
し
易
く
外
観
を
損
ム
虞
あ
“
た
り
。
.

 依
っ
て
『
セ
イ
ロ
』
の
改
良
を
施
し
叉
簡
易
な
る
熔
電
装
置
の
必
要
あ
る
べ
し
衙
焙
乾
に
依
る
方
法
は
雨
曇
天
等
の
際
に
も
叉
作
業
を
短
時
間
に
慮
理
し
得
ら
る
・
撃
利

 便
あ
り
。

 蒸
煮
に
依
る
方
法
は
風
料
の
皮
肌
弱
き
矯
め
兎
角
皮
部
剥
離
し
易
く
品
位
低
下
の
虞
れ
あ
り
。
然
れ
共
製
法
比
較
的
簡
易
な
る
が
故
に
製
造
能
率
揚
が
り
大
量
生
産
に
は

 適
す
べ
し
、
嚥
乾
に
依
る
方
法
は
人
工
を
多
分
に
要
し
製
品
を
焙
乾
に
依
る
製
品
を
相
通
ず
る
も
の
あ
り
。
結
局
簡
に
す
れ
ば
焼
乾
の
も
の
と
合
致
す
べ
か
ら
む
(但
し

 直
火
式
焔
乾
室
利
用
の
場
合
)

 風
乾
に
依
る
も
の
は
天
候
に
調
せ
ら
る
・
事
あ
る
に
依
り
製
造
上
支
障
な
き
を
得
ず
。

 衙
原
料
慮
理
の
方
法
に
付
い
て
は
各
府
縣
水
産
試
験
壌
と
も
連
絡
を
保
ち
試
験
を
続
行
し
斯
業
の
開
獲
進
展
に
責
せ
む
と
す
。

雲
丹
製
造
試
験

趣
旨

 本
試
験
は
前
年
度
よ
り
の
継
続
事
業
に
し
て
本
縣
沿
岸
に
多
産
す
る
海
謄
の
利
用
方
法
を
講
せ
ん
と
し
て
開
始
せ
る
も
の
な
る
が
、
本
年
度
は
空
と
し
て
紫

 四
…



四
四

 海
謄
の
春
色
及
ぴ
脇
水
に
付
試
験
せ
り
。

経
過窮
所
出
水
郡
阿
久
根
町
製
造
場

期
目
白
四
月
=
十
八
日
至
五
月
五
日

 (一
)原
料
原
料
「
.伏
せ
る
紫
海
謄
は
直
経
石
樋
内
外
重
量
六
〇
瓦
-七
〇
瓦
の
も
の
を
用
ひ
、
阿
久
根
町
佐
潟
海
岸
に
生
息
す
る
も
の
を
採
集
せ
り

 (二
)鹿
理
の
概
要
採
集
し
た
る
海
謄
は
裁
割
台
上
に
て
二
つ
に
割
Φ
丁
寧
に
竹
箆
に
τ
採
集
し
務
め
樽
中
に
用
意
せ
る
海
水
に
て
洗
淡
し
汚
物
を
除
去
し
た
る
も

 の
を
獄
中
に
入
れ
充
分
水
切
り
す
。
水
切
り
し
た
る
も
の
は
生
殖
素
四
駈
に
封
し
二
等
麗
一
立
を
如
へ
少
量
の
擦
酎
及
ぴ
赤
色
黄
色
の
食
咄
着
色
醐
を
混
合
し
充
分
担
拝

 し
だ
る
後
約
三
時
間
放
置
し
塩
分
の
浸
入
し
た
る
頃
を
見
計
っ
て
胸
水
彩
行
へ
り
。
胸
水
し
た
る
も
の
は
樽
漬
と
し
冷
所
に
貯
藏
す
。

 (三
)着
色
試
験
紫
海
謄
ω
生
殖
素
は
生
鮮
の
壊
合
に
て
は
黄
赤
色
を
帯
び
頗
る
光
澤
を
荷
す
る
も
食
塩
を
加
へ
保
存
す
れ
ば
雲
丹
固
有
の
色
素
は
槻
色
し
且
つ
光

 澤
を
失
ひ
頗
る
商
品
憤
値
を
低
化
せ
し
む
る
も
の
な
り
。
例
て
前
年
曜
試
み
に
着
色
割
と
し
て
食
用
音
色
剤
を
用
ひ
赤
色
及
ぴ
黄
色
の
割
合
を
二
勘
一
と
し
て
着
色
を
行

 ひ
だ
る
所
色
澤
幾
分
良
好
と
な
り
た
る
も
未
だ
黄
色
彊
か
り
し
た
め
本
年
慶
は
此
の
慮
に
注
意
し
弐
の
如
き
方
法
を
行
へ
り
。

 垢
つ
生
殖
素
の
加
壇
後
直
ち
に
食
用
着
色
剤
赤
色
黄
色
の
割
合
を
一
一
.封
一
と
し
て
生
殖
素
量
一
立
に
罫
し
五
瓦
の
赤
黄
の
着
色
混
合
剤
を
O、
一
立
の
焼
酎
に
溶
解
し
た

 る
も
の
を
生
殖
素
に
加
へ
之
れ
を
霧
器
に
入
れ
、
竹
箆
に
て
生
殖
索
の
破
壊
せ
、
さ
る
様
静
か
に
握
拝
し
色
素
を
浸
入
セ
し
め
着
色
セ
し
む
。

 結
果
前
回
に
比
し
色
素
は
幾
分
良
好
に
な
り
た
る
も
却
っ
τ
貯
蔵
中
雲
丹
固
有
の
光
澤
を
失
ひ
た
る
を
以
て
、
今
少
し
赤
色
を
減
ず
る
妻
あ
る
を
認
む
。

 (四
一
晩
水
試
験
馬
糞
蒲
階
は
加
壇
す
れ
ば
水
分
浸
出
し
漸
教
凝
固
す
る
も
紫
海
謄
は
之
れ
に
反
し
加
璽
す
れ
ば
水
分
を
浸
出
す
る
と
同
時
に
生
殖
素
自
体
か
漸
玖

 軟
化
す
る
爲
め
之
れ
が
製
造
に
際
し
て
務
め
よ
く
除
水
す
る
事
に
依
り
雲
丹
の
軟
化
を
防
ぐ
必
要
あ
り
。

 方
法
昨
年
慶
は
藁
恢
に
依
り
脱
水
せ
し
も
灰
に
依
る
臓
水
は
最
初
の
問
は
迅
速
に
水
分
を
暖
す
る
嘉
間
の
経
過
す
る
暴
ひ
藁
灰
か
或
る
;の
水
分
を
吸

 牧
せ
ば
其
の
後
は
何
等
晩
水
の
効
果
な
く
、
且
つ
晩
水
操
作
は
頗
る
煩
雑
な
る
を
以
て
大
量
の
製
造
に
は
不
適
當
な
る
を
認
め
た
る
散
本
年
度
は
弐
の
如
き
脱
水
方
法
を

 行
へ
り
。

 脱
水
摸
作
の
困
難
な
る
原
因
の
一
つ
は
紫
海
謄
中
に
多
量
の
粘
液
を
含
む
を
以
て
之
れ
が
脱
水
の
行
程
中
、
豊
麗
に
溶
解
し
盆
々
水
分
の
浸
出
を
紡
ぐ
る
故
地
の
粘
液
を

 加
鞭
前
に
除
去
し
た
り
。
即
ち
最
初
採
集
し
た
る
生
殖
素
を
一
定
の
筑
に
集
め
之
れ
を
母
氏
十
五
腰
の
食
鯉
水
に
入
れ
竹
箆
を
蛸
ひ
.静
か
に
撹
搾
し
て
丁
寧
に
洗
潴
し



 粘
液
を
洗
ひ
流
し
た
り
而
し
て
灰
に
依
り
水
分
を
吸
収
せ
し
む
る
代
り
に
未
線
上
に
前
記
の
生
殖
素
を
淳
く
並
べ
之
れ
を
直
ち
に
葭
賓
上
に
置
き
一
夜
放
置
晩
永
世
り
.

 結
果
本
法
に
依
⑰
晩
水
の
結
果
を
見
る
に
晩
水
操
作
は
簡
盟
に
し
て
相
當
醒
慶
ψ
晩
水
を
な
し
得
、
晩
水
効
果
は
頗
る
良
好
な
る
も
生
殖
素
の
塩
水
洗
樵
に
依
り

 呈
味
成
分
溶
出
す
る
を
以
て
昧
稿
々
劣
り
た
り
。
・

 ̂五
)舟
留
原
料
六
五
〇
駅
よ
り
製
品
四
二
駈
与
得
た
り
。

(六
)生
産
費

 
 

 
 

 
 

 
 

品
名
敷
1
量
金
額
備
考

 
 

  
 

   
海
鵬
六
五
〇
駈
四
八
、
七
六

 
 

   
   

食
壇
六
八

 
 

  
 

   
人
夫
三
〇
人
一
八
、
O
O

 
    

   
雅
八
=

 
    

   
十
害
同
六
八
・
。
二
六

淺
草
海
苔
製
造
試
験

 前
年
度
に
引
継
き
海
苔
養
殖
試
験
.、
、
相
侯
τ
之
か
製
造
並
に
指
導
を
藤
下
姶
良
郡
東
國
分
村
漁
業
組
合
に
於
て
施
行
せ
り
本
年
度
は
海
苔
の
附
着
並
生
長
働
め
τ
不
良
に

 し
て
僅
か
に
二
月
十
七
日
に
於
て
一
回
施
行
し
た
る
の
み
な
り
。

 製
造
原
冤
妾
矯
し
原
藻
は
母
堂
度
の
聚
に
て
護
壌
襲
撃
震
去
し
水
蜜
藩
丁
に
て
蓋
鶴
切
刻
し
轟
■
八
来
二
七
立
の
割

 合
に
て
小
版
型
に
抄
製
せ
り
度
島
式
乾
燥
枠
を
便
用
し
製
品
一
八
O枚
を
得
、
十
枚
一
帖
と
し
て
結
束
セ
り
。

 布
製
品
は
原
料
不
良
の
爲
め
色
溝
香
味
佳
良
な
ら
ず
販
貫
す
,り
に
至
ら
ず
。

漫
草
渥
書
製
造
試
験

四
五


